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サポート

次の HP OpenView Web サイ ト を参照して ください。

http://www.managementsoftware.hp.com/ 

この Web サイ トでは、 HP OpenView で提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご

覧いただけます。

サポート  Web サイ トへは、 次の URL から直接アクセスできます。

http://support.openview.hp.com/ 

HP OpenView オンライン ソフ ト ウェア サポートは、お客様自身が問題を解決するための機能を提

供します。 ビジネスの管理に必要な、 インタラ クティブなテクニカル サポート  ツールに迅速かつ

効率的にアクセスする方法が用意されています。 サポート  サイ ト を利用されるお客様には、 次の

よ うな利点があ り ます。

• 目的に合った知識ベース  ドキュ メン ト を検索できます。

• サポート  ケースを報告し、 進捗状況を追跡できます。

• サポート契約の管理を行えます。

• HP サポート契約を検索できます。

• 利用できるサービスに関する情報を検索できます。

• ソフ ト ウェアを利用する他のお客様と対話できます。

• ソフ ト ウェア ト レーニングを調べ、 登録できます。

サポート のほとんどの領域は、 HP Passport ユーザと してのご登録と、 ログインを必要と します。

また、 多くのサポートはサポート契約を必要と します。 

アクセス  レベルの詳細については、 次の Web サイ ト を参照して ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp 

HP Passport ID の登録は、 次の Web サイ トで行ってください。

https://passport.hp.com/hpp2/newuser.do 
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サポート終了に関するお知らせ

OVO 7.5 でのサポート終了

次のプラ ッ ト フォームは、 OVO 7.5 ではサポート されな くな り ます。 次のドキュ メン トに記載さ

れているサポート  マ ト リ クスも合わせてご覧ください。
http://support.openview.hp.com/tech_docs/ovo-win/OVOWSuppMatrix.pdf 

管理ノード  / エージェン ト  プラッ ト フォーム

• Debian Linux 2.x

• Novell Netware 4.1x

• HP-UX 10.20

Web コンソール プラッ ト フォーム

• Microsoft Internet Explorer 4.0 および 5.0

• Netscape 4.7

統合ソリューシ ョ ン

• Reporter 3.01、 3.02、 および 3.5

• NNM 6.2 および 6.41

• PD 1.1

• OVIS 4.0、 4.5、 および 5.0

OVO 7.5 後のサポート終了

HP OpenView Operations for Windows の 7.5 の後の主要 リ リースでは、 次の管理ノード  プラ ッ ト

フォームがサポート されな くなる予定です。 

HP では、ご意見をお待ちしており ます。次回の主要リ リースでも、 こ こに示す管理ノード  プラ ッ

ト フォームのサポート を希望される場合は、HP の担当営業またはサポート担当者までご連絡くだ

さい。

管理サーバー プラッ ト フォーム

次の管理サーバー プラ ッ ト フォームのサポートは終了する予定です。

• Microsoft Windows 2000 Server/Advanced Server/Datacenter Server Edition
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管理ノード  プラッ ト フォーム

次のエージェン ト  プラ ッ ト フォームのサポートは終了する予定です。

• Microsoft Windows NT 4.0 Workstation/Server/Enterprise Edition

• HP-UX 11.22

• Tru64 UNIX 4.x、 5.0A、 5.1

• AIX 4.3.1、 4.3.2、 および 4.3.3

• OpenVMS 7.3.1

• SuSE Linux 6.x、 7.x、 および 8.0

• RedHat Linux 6.x、 7.x、 8.0、 および 9.0

• Mandrake Linux 9.2

• Turbo Linux 6.x および 7.0

Web コンソール プラッ ト フォーム

次の Web コンソール プラ ッ ト フォームのサポートは終了する予定です。

• Microsoft Internet Explorer 5.5
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1

はじめに
このマニュアルについて

こ のマニュアルは、OpenView Operations for Windows バージョ ン  7.21、7.20、7.10、
または 7.0 からバージョ ン  7.5 へのアッ プグレード を行う 既存のユーザーを対象

と しています。

• 第 1 章 - 「はじめに」 は、 アップグレード  ガイ ドの対象範囲を示します。 ま

た、 現在のインス トールと実行するアップグレードの種類に基づいてアップ
グレードを計画する と きに役立つ、 アップグレード計画チェ ッ ク リ ス ト を示
します。 このチェ ッ ク リ ス ト は、 各環境で行う アップグレードの種類別に、
実行するプロセスの概要と参照文献を紹介します。

• 第 2 章 - 「OVO 7.5 への置換アップグレード」 は、 Windows 2003 環境で OVO
7.10、7.20、7.21 から  OVO 7.5 に置換アップグレードする方法について説明し

ます。  

• 第 3 章 - 「OVO 7.5 への並列移行」 は、 次の操作について説明します。

— OVO 7.21 から  OVO 7.5 への並列移行

— OVO 7.21 管理サーバーから  MS ク ラスタへの移行

— OVO 7.5 管理サーバーから  MS ク ラスタへの移行
9



はじめに
• 第 4 章 - 「コア SPI およびその他の製品の統合」 は、 コア SPI の置換アップ

グレード と並列移行、 および Reporter、 NDAOM、 NNM アダプタの統合に関

する情報を提供します。

• 第 5 章 - 「OVO 7.0 からのアップグレード」 は、 7.5 へのアップグレード前に

必要な、 7.21 へのアップロード手順について説明します。

• 第 6 章 - 「Windows 2000 Server から  Windows Server 2003 への管理サーバーの

アップグレード」 は、 Windows 2000 から  Windows 2003 へのアップグレード

手順について説明します。

 

参照文献

HP OpenView Operations for Windows に関する追加の情報は、インス トール メディ

アから参照できます。 また、OVO の各コンポーネン トは、製品の機能や使用方法

について説明する、 ヘルプ システムを提供しています。

OVO 7.5 のイ ン ス ト ールに関する詳細な情報は、 『HP OpenView Operations for
Windows インス トール ガイ ド  バージ ョ ン 7.5』 に記載されています。

このマニュアルは、 製品 CD の \Documentation ディ レク ト リや、 管理サー

バーの <%OvInstallDir%>\NLS\1041\Manuals\ ディ レ ク ト リ に保存され

ています。

6.x のアップロード要件およびアップロード手順については、 スタート アップ 
CD の \Documentation\White Papers ディ レク ト リに保存されている  
OVOW_6.x_Upgrade.pdf ファ イルを参照して ください。
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第 1 章
アップグレード計画チェ ックリス ト

次の表は、 アップグレード  プロセスの概要を示しています。 これは、 アップグ

レードの計画に役立ちます。 たとえば、 OVO for Windows と同じシステムに別の

製品がインス トールされている場合は、 その製品のアップグレードについても調
整が必要になる場合があ り ます。 

置換アップグレード と並列移行の違い

置換アッ プグレード は、 既存の OVO 7.x から  7.5 への標準的なアッ プグレード 方

法であり 、 OVO のインスト ール手順を実行するこ と で、 自動的に行われます。 た

だし、 OVO 7.0 以前の製品からの直接置換アッ プグレード はサポート さ れていま

せん。

並列移行は、 ハード ウェアを交換する場合、 または、 たとえばテス ト環境から稼
動環境に OVO を移動する場合に便利です。 この変更には、 システム名の変更や、

Windows ド メ イン メ ンバーシップの変更も含まれます。

並列移行では、 同時に 2 つのサーバーを実行するこ と もできます。 元のサーバー

のデータを保存 ( バッ クアップ ) して、 次のいずれかの方法で新しいサーバーを

作成できます。

• 新しいサーバーに、 元のサーバーと同じ ド メ イン、 ホス ト名、 および IP アド

レスを使用します。 元のサーバーと新しいサーバーを同時に同じネッ ト ワー
クに接続するこ とはできません。 元の管理サーバーをシャ ッ ト ダウンして新
しい管理サーバーで置き換える必要があるため、 少しの間、 管理サーバーを
使用できな くな り ます。

アップグレード を開始する前に、 必ずシステムのバッ クアップを行って くださ
い。 システムのバッ クアップと復元の方法については、 スター ト アップ CD の
\Documentation\White Papers ディ レク ト リに保存されている  
Backup/Restore.pdf ファ イルを参照して ください。

OVO のアップグレード時は、レポートに関連する問題を減らすために、管理サー

バーにインス トールされている  SPI も同時にアップグレードする こ と をお勧め

します。
11



はじめに
• 新しいサーバーに、元のサーバーとは異なるホス ト名と  IP アドレスを使用し

ます。 両方の管理サーバーは共存できます。 この場合、 すべてのエージェン
ト を置き換える前に新しいサーバーをテス ト し、 エージェン ト を  1 つずつ置

き換えるこ とができます。

OVO 7.x から、7.5 のリ リースで新たにサポート されるよ うになった 7.5 ク ラスタ

インス トールへの並列移行は実行できません。 ク ラスタ化されていない OVO 7.x
インス トールから、 ク ラスタ化された OVO 7.5 へのアップグレードは、置換アッ

プグレードで行って ください。 
12



第 1 章
          

表 1 アップグレードの目的 : まず 7.5 の機能を使用し、 後から  SPI を更新する

現在のインストール : Windows 2003 または 2000 上の OVO サーバー バージョン 7.20 または 7.21

サーバーに
インストール
されている製品

アップグレード  プロセス 参照文献

その他の OV 製品なし 1 OVO データベースをバッ クアップ
します。 

2 SPI データ  ( カスタマイズしたポ リ
シーなど ) を保存します。

3 置換または並列のいずれかの方法
でサーバーを更新します。

4 新規および更新 SPI CD を使用し
て、 SPI をアップグレード します。
この時点で SPI をアップグレード
するこ とをお勧めしますが、 こ こ
で行わない場合は、 基本部分の
アップグレードの完了後、 任意の
時点でこの手順を実行できます。

5 カスタマイズしたポ リシー データ  
( リ セッ ト しきい値など ) を復元し
ます。

6 この リ リース向けにパッチが用意
されている場合は、 それをインス
トールして、 エージェン ト をアッ
プグレード します。

7 ポ リシー、 パッケージ、 インス ト
ルメンテーシ ョ ンを管理ノードに
配布し直します。

注意 : OVO 7.5 へのアップグレード時

に、 エージェン トは管理サーバーから
削除されます。 次に、 バージ ョ ン 7.29
の新しいエージェン トがインス トール
されます。

• OVO Readme
• 新規および更新 SPI の 

CD 1 にある  
Documentation ディ レク

ト リ内の SPI インス トール 
ガイ ド、 リ リース  ノート 、

または Readme 
• OVO アッ プグレード  

ガイ ド

• OVO スタート アッ プ CD の 
\Documentation\White 
Papers ディ レク ト リ 内の 
Backup/Restore.pdf 
ファ イル

• http://openview.hp.com/
support
13



はじめに
OV Reporter 3.5 1 OVO と  Reporter のデータベースを
バッ クアップします。 

2 Reporter および OVO 内のコア SPI 
と製品 SPI のデータを保存します。

3 Reporter 3.5 をアンインス トールし
ます。 

4 OVO サーバーをアップグレード し
ます。

5 Reporter 3.6 をインス トールし、
Reporter のカスタマイズ設定を復元
します。

6 必要に応じてパッチをインス トー
ルします。 

7 SPI データを復元します。

• 前項と同じ ドキュ メン ト

• OV Reporter 3.6 のドキュ メ

ン ト 、 および OV Reporter 
3.6 製品

• パッチは 
http://openview.hp.com/
support から入手。

NNM 6.2/ 6.4/ 7.0/ 7.1
for Windows

1 OVO と  NNM をバッ ク アッ プし
ます。  

2 NNM アダプタをアンインス トール
します。

3 NNM 7.5 移行ガイ ドの説明に従っ
て、 NNM を  NNM 7.5 にアップグ
レード します。

4 OVO をアップグレード します。

5 NNM アダプタを再インス トールし
ます。

• 「その他の OV 製品なし」

と同じ ドキュ メン ト

• NNM 7.5 移行ガイ ド

• OVO スタート アッ プ CD の 
\Documentation\White 
Papers ディ レク ト リ 内の 
Backup/Restore.pdf 
ファ イル

表 1 アップグレードの目的 : まず 7.5 の機能を使用し、 後から  SPI を更新する

現在のインストール : Windows 2003 または 2000 上の OVO サーバー バージョン 7.20 または 7.21

サーバーに
インストール
されている製品

アップグレード  プロセス 参照文献
14
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NNM 7.5 for Windows 1 OVO と  NNM をバッ ク アッ プし
ます。

2 NNM アダプタをアンインス トール
します。

3 OVO をアップグレード します。

4 NNM アダプタを再インス トールし
ます。

• 「その他の OV 製品なし」

と同じ ドキュ メン ト

• Network Node Manager の
ドキュ メン ト とパッチ

NNM アダプタ

 ( リモート使用される  
NNM)

1 NNM アダプタの現在のバージ ョ ン
をアンインス トールします。

2 古いバージ ョ ンを使用している場
合は、 NNM サーバーを 7.1 または 
7.5 にアップグレード します。

3 OVO をアップグレード します。

4 NNM アダプタの新しいバージ ョ ン
をインス トールします。

• Network Node Manager 7.1/
7.5 移行ガイ ド

• 「その他の OV 製品なし」

と同じ ドキュ メン ト

Network Diagnosis 
Add-On Module 
(NDAOM)

• NDAOM と  Problem Diagnosis の現

在のバージ ョ ンをアンインス トー
ルします。

• NDAOM の新しいバージ ョ ンをイ

ンス トールします。

90 ページの 「NDAOM の
アップグレード」 を参照
して ください。

OVPM 4 for Windows 標準の方法で OVO をアップグレード

します。特別な手順は必要あ り ません。

OVPM 5 for Windows 標準の方法で OVO をアップグレード

します。特別な手順は必要あ り ません。

OVIS 6.0 標準の方法で OVO をアップグレード

します。特別な手順は必要あ り ません。

表 1 アップグレードの目的 : まず 7.5 の機能を使用し、 後から  SPI を更新する

現在のインストール : Windows 2003 または 2000 上の OVO サーバー バージョン 7.20 または 7.21

サーバーに
インストール
されている製品

アップグレード  プロセス 参照文献
15



はじめに
表 2 アップグレードの目的 : MS クラスタ  サービスへの移行

現在のインストール : Windows 2003 上の OVO サーバー バージ ョ ン 7.2x

現在のインストール アップグレード  プロセスの概要 参照文献

OVO のバージ ョ ン :  
7.21 

注意 : 7.10 または 
7.2x を 7.5 のク ラス

タ  サービスに直接

アップグレードする
こ とはできません。
ク ラスタ  サービスを

使用するには、 並列
移行を行う必要があ
り ます。

1 OVO データベースをバッ クアップ
します。 

2 パッチ OVOW_00075 をダウンロー
ド し、 OVOW 7.21 システムにイン
ス トールします。 

3 新しい管理サーバーへのエージェ
ン トの切り替えを準備します。

4 ユーザー アカウン トの移行計画を
準備します。

5 設定データをダウンロード して、
OVO と  SPI のデータを保存します
( 完全バージョ ンの OV Reporter が
インスト ールされていない場合も 、
Reporter のデータをダウンロード し
てく ださい )。 

• スタート アップ CD の 
\Documentation ディ レ

ク ト リ 内の OVO 7.5 インス

ト ール ガイド 、 リ リ ース  
ノ ート

• パッチは 
http://openview.hp.com/
support から入手。

• アッ プグレード 後のク ラ
スタへの移行については、
次の各項を参照してく だ
さ い。 
— OVO 7.5 への置換

アップグレード

— OVO 7.5 への並列移行

— OVO ク ラスタの設定

• 新規および更新 SPI の 
CD 1 にある 
\Documentation ディ レ

ク ト リ内の SPI インス トー

ル ガイ ド、 リ リース  ノー

ト、 または Readme  
• スタート アップ CD の 

\Documentation\White 
Papers ディ レク ト リ内の 
Backup/Restore.pdf 
ファ イル
16



第 1 章
OVO のバージ ョ ン :
7.21 ( 続き )

OVO 7.5 のインストール先となる、

MS ク ラス タ  サービスを持つ新しい

サーバーでの操作 

1 OVO 7.5 スタート アップ CD から
ツールをコピーします。

2 新しいサーバーへの OVO コア SPI 
の自動インス トールを回避するた
めに、 バッチ ファ イル SBSM.bat 
を呼び出してレジス ト リ  キーを作
成します。
警告 : OVO 7.5 インス トーラによる
コア SPI のインス トールを回避し
なかった場合、 移行は失敗します。
SBSM.bat を呼び出すと、 特別な
レジス ト リ  キーが作成され、 コア 
SPI のインス トールが回避されま
す。 32 ページ、 および 42 ページの
「新しい OVO 管理サーバーへの 
OVO 7.5 のインス トール」 も参照
して ください。

3 OVO 7.5 コンソール / サーバーをイ
ンス トールします。

4 エージェン ト  アップグレード  パッ
チなどのアップグレード  パッチを
インス トールします。

新規および更新 SPI の CD からは、
まだ SPI をインス トールしないで
ください。

5 Windows ユーザー アカウン ト を再
作成します。

表 2 アップグレードの目的 : MS クラスタ  サービスへの移行

現在のインストール : Windows 2003 上の OVO サーバー バージ ョ ン 7.2x

現在のインストール アップグレード  プロセスの概要 参照文献
17



はじめに
OVO のバージ ョ ン :
7.21 ( 続き )

新しい 7.5 サーバーへのデータの移行

1 新しいサーバーに設定データを
アップロード します (Reporter の
データもアップロード します )。

2 エージェン ト を新しいサーバーに
切り替えます。 

3 ポ リシー、 パッケージ、 インス ト
ルメンテーシ ョ ンを管理ノードに
配布し直します。

OVO のバージ ョ ン :
7.21 ( 続き )

古いサーバーで使用していた SPI の
インストールとアップグレード

1 OpenView Operations 7.5 for Windows 
2005 年 4 月リ リ ース用の新規およ
び更新 SPI の CD を使用して、 製品
の SPI をインスト ールします。この 
CD は、 コア  (Windows、 UNIX OS、
および WebServer) の SPI も自動的
にインスト ールします。 

2 カスタ マイ ズし た設定を復元し
ます。

3 ポ リシー、 パッケージ、 インス ト
ルメンテーシ ョ ンを管理ノードに
配布し直します。

OVO 7.10 OVO 7.21 での手順 と 同様。 ただし、

パッチ OVOW_00075 を インス ト ール

する前に OVOW_00050 を インス ト ー

ルします。

前項と同様。

「OVO 7.10、 7.20、 または 7.21
からのアップグレード」を参照
して ください。

OVO 7.0 OVO 7.21 にア ップグレード してから

OVO 7.5 にアップグレード します。

「OVO 7.0 からのアップグレー

ド」 を参照して ください。

表 2 アップグレードの目的 : MS クラスタ  サービスへの移行

現在のインストール : Windows 2003 上の OVO サーバー バージ ョ ン 7.2x

現在のインストール アップグレード  プロセスの概要 参照文献
18



第 1 章
表 3 アップグレードの目的 : OVO 7.5 サーバーに接続する OVO リモート  コンソールの
有効化

現在のインストール : Windows 2003、 XP、 または 2000 上の 
OVO リモート  コンソール バージ ョ ン 7.20 または 7.21

サーバーに
インストール
されている製品

アップグレード  プロセス 参照文献

その他の OV 製品

なし

OVO 7.5 イ ン ス ト ーラ を使用し て、

OVO リ モー ト  コンソールをアップグ

レード します。 特別な準備は必要あ り
ません。

• OVO Readme

• OVO アッ プグレード  
ガイ ド

• スタート アップ CD の 
\Documentation\White 
Papers ディ レク ト リ内の 
Backup/Restore.pdf 
ファ イル

表 4 追跡が必要な情報

チェ ックマーク リス ト

管理サーバーがインス トールされている  OVO のバージ ョ ン

OVO データベースのバッ クアップ。 OVO スタート アップ CD
の \Documentation\White Papers デ ィ レ ク ト リ 内の

Backup/Restore.pdf ファ イルを参照して ください。

インス トールした SPI のバージ ョ ン

更新を予定している  SPI の更新後のバージ ョ ン

インス トールされているポ リ シーのバージ ョ ン

カスタマイズしたポ リ シーの場所

管理する ノードの リ ス ト
19



はじめに
OVO のドキュ メン ト  (Readme およびアップグレード  ガイ ド )

コア SPI および製品 SPI のドキュ メン ト 、2005.1 リ リース用の

新規および更新 SPI の CD。 サーバーのアップグレード後、 直

ちに SPI をアップグレード しない場合でも、SPI のドキュ メン

ト を参照する必要があ り ます。

サーバー、 エージェン ト 、 または SPI 用のパッチ 
(http://openview.hp.com/support)

SQL サーバー サービスまたは MSDE を使用している場合は、

そのバージ ョ ン

OVO データベース用の SQL サーバーへのパスワード

表 4 追跡が必要な情報
20



2

OVO 7.5 への置換アップグレード
次に、 バージ ョ ン 7.10、 7.20、 7.21 の OV Operations for Windows インス トールを

置換アップグレードする方法について説明します。先に進む前に、次の操作を行っ
てください。

• ハードウェアと ソフ ト ウェアの要件をチェッ ク します。 OVO 7.5 の管理サー

バーと コンソールに関するハード ウェアと ソフ ト ウェアの要件については、
『HP OpenView Operations for Windows インス トール ガイ ド  バージ ョ ン  7.5』を
参照して ください。 

• データをバッ クアップします。 後で必要になった場合に復元できるよ うに、
使用しているシステムのデータをバッ クアップして ください。
OVO スター ト アップ CD の \Documentation\White Papers ディ レ ク

ト リ内の Backup/Restore.pdf ファ イルを参照して ください。
21



OVO 7.5 への置換アップグレード
OVO 7.10、 7.20、 または 7.21 からの

アップグレード

タスク  1: SPI の準備

SPI (Smart Plug-in) の設定データの保存方法、 SPI のアップグレード方法について

は、 SPI 製品 CD 1 の Documentation ディ レク ト リ から適切な SPI ドキュ メ ン

ト を参照して ください。 

• Active Directory Config.pdf

• Exchange Config.pdf

• EnterpriseServers ReleaseNotes.html

• SAP Config.pdf

• WebLogic AppServer Config.pdf

• WebSphere AppServer Config.pdf

• Databases Config.pdf、 第 2 章

• OVO オンライン ヘルプ 「Network Diagnosis Add-On Module」 の 「Installing
NDAOM on managed nodes」

タスク  2: Network Node Manager アダプタの削除

OVO 管理サーバーをアップグレードする前に、 NNM アダプタをアンインス トー

ルする必要があ り ます。 オンライン  ヘルプの 「NNM Adapter」 → 「NNM Adapter
のインス トール」 → 「NNM Adapter の削除」 を参照して ください。

NNM アダプタは、OVO 管理サーバー、および NNM サーバー上の OVO エージェ

ン ト をアップグレード した後で再インス トールできます。

OVO 7.10、 7.20、 および 7.21 から  OVO 7.5 へのアップグレード  プロセスは共通

しています。 ただし、 7.10 からのアップグレードに限り、 23 ページの 「MSDE
データベースのアップグレード」 とい う タスクが必要です。7.20 または 7.21 から

のアップグレードでは、 「MSDE データベースのアップグレード」 を実行しない

でください。
22



第 2 章
タスク  3: レポート  データベースのバックアップ

万一の場合に備えて、 アップグレードする前にレポート  データベースをバッ ク

アップして ください。 HP OpenView Reporter 製品を購入した場合、 『Reporter コン

セプ ト  ガイ ド』 の 「拡張ト ピッ ク」 にある、 データベースのバッ クアップに関す

る指示に従って ください。 Reporter 製品をインス トールしていない場合は、 OVO
オンラ イン ヘルプ項目の 「環境の管理」 → 「データベースの保守」 → 「データ

ベースのバッ クアップ」 の 「レポート  コンポーネン ト  データベースのバッ クアッ

プと復元」 に記載されている指示に従ってください。 

リモート  コンソールを含む、開いているすべての MMC または Web コンソールを

終了し ます。 すべての MMC プロセスが稼動し ていないこ と を確認し ます。

ovpmad が稼動している場合は終了します。

タスク  4: サービス マップのダウンロード

一時フォルダから、 たとえば、 C:\TEMP\ovpmutil cfg svc dnl 
<filename> のよ うにコマンドを実行し、 現在のサービス  マップをダウンロー

ド します。 この <filename> は、 サービス  マップのダウンロード先となるファ

イルの名前です。

サービス  マップをダウンロード しない場合、SPI サービス  タイプに基づくすべて

のサービスの再検出が必要とな り、 SPI サービス  タイプに基づくカスタム ( ユー

ザー作成の ) サービスは削除されます。

タスク  5: MSDE データベースのアップグレード

Microsoft SQL Server 2000 Desktop Edition (MSDE) を Service Pack 3 またはそれ以

上にアップグレードする必要があ り ます。 これは、 インス トールのウ ィルス対策
を向上させるために、Microsoft によって推奨されています。また、これは Windows
2003 サポートの前提条件でもあ り ます。

1 現在インス トールされている  MSDE のバージ ョ ンを確認します。

• [ スタート ] → [ 検索 ] →  [ ファイルやフォルダ ] を選択し、 OSQL.EXE ファ

イルが保存されているディ レク ト リ を探します。 

• 次に、 [ コマンド  プロンプ ト ] ウ ィンド ウを開いて、 ステップ 1 で探した
ディ レク ト リに移動し、 次のコマンドを実行します。 
osql -E -S.\OVOPS -Q "select @@version" 
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OVO 7.5 への置換アップグレード
• 実行結果の出力から、 インス トールされている  MSDE のバージ ョ ンを調
べます。 現在実行している  MSDE のバージ ョ ンは、 次の番号によって表
されます。

— 8.00.194 = RTM ( 製造者へのリ リース、 初期リ リース )

— 8.00.384 = SP1 

— 8.00.543 = SP2 

— 8.00.760 = SP3

— 8.00.2039 = SP4

• インスト ールされているバージョ ンの番号が 8.00.760 より 小さい場合は、
ステッ プ 2 に進みます。 それ以外の場合は、 タスク  6 「 OVO のアップグ
レードの開始」 に進んでく ださい。

2 統合型の Reporter Lite ではなく、完全バージ ョ ンの OV Reporter を使用してい
る場合は、 Reporter MSDE インスタンスのデータ  ソース名を .\OVOPS から
<hostname>\OVOPS に変更します。 この <hostname> は Reporter システ
ムを表します。 この名前は、 hostname コマンドを実行して調べるこ とがで
きます。 

• 次に、 [ スタート ] → [ 設定 ] → [ コン ト ロール パネル ] → [ 管理ツール ] → 
[ データ  ソース (ODBC)] を選択し、[ODBC データ  ソース  アド ミニス ト レー
タ ] ダイアログを表示します。 [ システム DSN] タブを選択し、 ダイアログ
内のシステム データ  ソースの下に表示される  [Reporter] を選択して強調
表示させます。 次に、 [ 構成 ] ボタンをク リ ッ ク します。 

• [サーバー] フィ ールド の .\OVOPS を  <hostname>\OVOPS に変更します。 

• [ 次へ ] をク リ ッ ク し、ログイン  ID とパスワードが正しいこ とを確認しま
す。 パスワードを設定した場合には、 そのパスワードを入力し、 [ 次へ ]
をク リ ッ ク します。

• デフォルト  データ ベースが  Reporter に設定さ れている こ と を確認し 、
[ 次へ ] をク リ ッ ク し ます。

• 後に [データソースのテスト ] オプショ ンを使用して設定を確認します。

3 MSDE のアップグレード用に、 Microsoft の Web ページからサービス  パッ ク  
3 または 4 をダウンロード します。 サービスパッ ク  3 の場合は http://
www.microsoft.com/sql/downloads/2000/sp3.asp ( このページには、 SQL 
Server 2000 SP3 と  MSDE 2000 SP3 の両方が用意されています )、 サービス
パッ ク  4 の場合は http://www.microsoft.com/sql/downloads/2000/
sp4.mspx ( このページには、 SQL Server 2000 SP4 と  MSDE 2000 SP4 の両方
が用意されています ) からダウンロード して ください。
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第 2 章
4 サーバーでファイルを展開し、 ソフ ト ウェアをアップグレード します。
完了したら、 [ コマンド  プロンプ ト ] ウ ィ ンド ウで <installdir>\MSDE 
( たとえば、 \sql2ksp3\MSDE) ディ レク ト リに移動し、 vpstat -3 -r stop 
コマンドを実行します。 次に、 setup.exe /upgradesp SQLRUN 
INSTANCENAME=OVOPS /l*v <filename> コマンドを実行します。

/l*v <filename> オプシ ョ ンによ り、 ログ ファ イルが作成されます。

これによ り、 Microsoft SQL Server Desktop Engine のアップグレード  プロセス

が開始されます。 インス トールが完了したら、 設定を続ける前にシステムを
再起動する必要があ り ます。

メ モ : サービス  パッ ク  4 にアッ プグレード すると 、 SQLAgent$OVOPS サービ

スのスタート アッ プの種類が [ 自動 ] から  [ 手動 ] に変更されます。 この問題

を修正するには、サーバーに再度ログオンして、 [ 管理ツール ] → [ サービス ]
を起動します。 サービス  SQLAgent$OVOPS に移動してスタート アッ プの種類

を  [ 自動 ] に変更し、 サービス  SQLAgent$OVOPS を開始します。

5 ステップ 1 で説明した方法で、 インス トールされている  MSDE のバージ ョ ン

を確認して ください。

タスク  6: OVO のアップグレードの開始

1 OVO 7.5 製品 CD を挿入します。

2 [OK] をク リ ッ ク してアップグレードを続けます。通常のインス トール ウ ィ ン

ド ウが表示されます。 [ 次へ ] をク リ ッ ク してアップグレードを続けます。

3 確認のため、データベースの sa password を入力します。入力しない限り、

インス トールを継続できません。

4 [OK] をク リ ッ クする と、 アップグレードが完了します。

タスク  7: Windows 管理ノードのエージェン トのアップグレード

Windows 管理ノード上のエージェン トは、 手動またはコンソール経由でアップ

グレードできます。 新しい Service 監視ノード  (Windows のみ ) と  Process 監視

ノード  (Windows、 UNIX、 Linux) を利用するには、 エージェン トのバージ ョ ンを  
7.29 以上にアップグレードする必要があ り ます。

アップグレード  プロセスによって更新されるのは、コア SPI だけです。
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コンソールからのエージェン トのアップグレード

エージェン ト  パッケージのみをアップグレードする方法は次のとおりです。

1 コンソール ツ リーで、 配布パッケージのアイコンをク リ ッ ク します。

2 エージ ェ ン ト を イ ン ス ト ールす る ノ ー ド ま たは ノ ー ド グループに、
OpenView Operations Agent 配布パッケージをド ラ ッグします。

エージェン ト  パッケージをアップグレード し、ポ リ シーを再配布する方法は次の

とおりです。

1 再配布する ノードを右ク リ ッ ク します。

2 [ すべてのタスク ] → [ すべてのポリシーとパッケージの再配布 ] を選択します。

このコマンドは、 選択した管理ノードにインス トールされているパッケージ 
( エージェン ト ) とポ リ シーを調べるため、 インベン ト リ を照会し、 その後、

新バージ ョ ンのエージェン ト とポ リ シーを再配布します。

手動によるエージェン トのアップグレード

この方法は、 以前、 手動でインス トールしたエージェン ト をアップグレードする
場合にのみ有効です。

OpenView Operations パッケージは、 CD 2 の Windows フォルダに収録されていま

す。 管理サーバーをインス トールする と、 <%OvInstallDir%>\packages\
Windows\Windows_manual ディ レク ト リにパッケージが保存されます。

次の操作を行います。

1 OVO Agents CD から、 Windows\setup.exe を実行します。

2 [ インストール先のフォルダ ] 画面で、デフォルトのインス トール先フォルダ

を使用するか、 エージェン トのインス トール先フォルダを選択します。 

 デフォルトのインス トール先フォルダは、 次のとおりです。
<ProgramFilesFolder>\HP OpenView\ 

この <ProgramFilesFolder> は、 インス トール先マシンで、 デフォルト

のプログラム ファ イルの親フォルダとな り ます。

選択したインス トール先は、 今後、 他の OpenView 製品のデフォル ト

フ ォルダ と な り ます。 一度設定する と、 使用 し てい るすべての

OpenView 製品をアンインス トールしない限り、変更するこ とはできま

せん。 この OpenView 製品には、 エージェン ト も含まれます。
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3 [ エージェン トの設定 ] 画面で、 エージェン トの管理サーバーのホス ト名と、

エージェン ト  サービスが使用するアカウン ト名を設定します。

— [ 管理サーバーホスト ] テキス ト  ボッ クスで、このノードを管理する管理

サーバーの完全修飾名 ( たとえば、 potato.veg.com) を入力します。

— [ エージェン ト  サービスの実行 ] ラジオ グループで、 [HP ITO Account] ま
たは [LocalSystem] を選択します。

旧バージ ョ ンでは、 ノードに 2 つのローカル ユーザー アカウン ト  (HP ITO 
Account および opc_op アカウン ト ) が作成され、 ランダムなパスワードが生

成されました。 OVO 7.20 以降では、 HP-ITO Account と  opc_op アカウン トは

ノードには作成されません。 その代わりに LocalSystem アカウン トがデフォ

ルトで使用されます。

旧バージ ョ ンで使用していた HP ITO Account をアップグレードする場合は、

このアカウン ト を旧バージ ョ ンの状態で使用できます。 アップグレード後
も、 ノード上のユーザーはそのまま維持されます。 HP ITO Account と  
LocalSystem アカウン トの詳細については、 『HP OpenView Operations for 
Windows インス トール ガイ ド  バージ ョ ン 7.21』 を参照して ください。

エージェン トのインス トール後、 Modify モードを呼び出して、 管理サー

バー ホス ト名やエージェン ト  サービス  アカウン ト を変更できます。

4 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 インス トールが開始されます。

5 インス トール ログ ファ イルを開き、 インス トール完了時の状態を確認しま

す。 ログ ファ イルは、 <TempFolder> に保存されます。 この 
<TempFolder> は、 インス トール先マシンの一時フォルダの名前です ( 通常

は C:\Documents and Settings\<user name>\Local 
Settings\Temp)。

ログ ファ イルは、 次のファイル名ルールに従って、 インス トールのたびに

作成されます。

— AgentInstallResults.txt - 新規、 変更、 修復インス トール

— AgentUnInstallResults.txt - アンインス トール

— AgentUpgradeResults.txt - アップグレード  インス トール

新しいログ ファ イルの作成前に、 ファ イル名に番号を追加して、 従来のロ

グ ファ イルが保存されます。
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6 管理サーバーのコンソール ツ リーで、 ノードを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタス

ク ] → [ パッケージの同期 ] を選択します。 これによ り、 エージェン トのバー

ジ ョ ンを反映して、 パッケージ インベン ト リが更新されます。

タスク  8: UNIX 管理ノードのエージェン トのアップグレード

OVO for Windows 7.5 では、 UNIX エージェン トのインス トールとアップグレード

は手動で行います。実行手順については、各エージェン ト  パッケージに付属する、

該当エージェン トの Readme.txt を参照して ください。   

これらのエージェン ト パッケージは、 \%OvShareDir%\packages\
<supported operating system> ディ レク ト リ内の管理サーバー、 または 
Agent CD に用意されています。 

次の操作を行います。

1 適切な管理者権限を持つユーザーと してログインしているこ と を確認します。

2 管理サーバーが、 すべてのハード ウェア要件およびソフ ト ウェア要件を満た
しているこ とを確認します。 満たしていない場合は、 適合するよ うにノード
を更新 し ます。 ハー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの要件については、 『HP
OpenView Operations for Windows インス トール ガイ ド  バージ ョ ン 7.5』を参照

して ください。

3 OpenView Operations 管理サーバーのファイル opc_pkg.Z、 comm_pkg.Z、
perf_pkg.Z、 svcdisc_pkg.Z、 および opc_inst を、 管理するコン

ピュータの /tmp ディ レク ト リにコピーします。 これらのファ イルは、 CD 
3 の <supported operating system>/<supported version>/ ディ

レク ト リ 、 または、 管理サーバーの <installation directory>/
packages/<supported operating system>/<supported 
version>/ ディ レク ト リに保存されています。

ftp を使用してファ イルをコピーする場合は、 バイナリ  モードを使用して く

ださい。

4 次のコマンドを実行して、 実行可能なスク リプ ト を作成します。
chmod +x /tmp/ opc_inst

また、 OVO オンラ イン ヘルプの 「環境の管理」 → 「ポ リ シーの管理

と配布」 → 「配布関連のタスク」 の 「Windows エージェン トの手動イ

ンス トール」 および 「UNIX コンピュータへのエージェン トのインス

トール」 も参照して ください。
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5 /tmp/opc_inst コマンドを使用して、エージェン ト をインス トールします。

6 /opt/OV/bin/OpC/install/ opcactivate -s <OVOW_mgt_server>
-cs <server_codeset> -cn <agent_codeset> -sv コマン ド を実行

して、 エージェン ト を起動します。

英語のシステムでは、 サーバーとエージェン トの文字コード  セッ トは utf8 
です。 OVO for Windows 管理サーバーへのレポート対象となる、 英語システ

ム以外のノードが存在する場合は、 使用可能な文字コード  セッ ト をオンラ

イン ヘルプで確認してください。

7 管理サーバーのコンソ ール ツリ ーで、 ノ ード を右ク リ ッ ク し 、 [ すべてのタス

ク ] → [ パッケージの同期 ] を選択します。 こ れによ り 、 エージェント のバー

ジョ ンを反映して、 パッ ケージ  インベント リ が更新さ れます。

8 UNIX ノードに配布されているポ リ シーを記録します。

9 UNIX 管理ノードから古いエージェン ト をアンインス トールします。

10 新しいエージェン ト を イ ンス ト ールしたら、 古いエージェン ト によ って

UNIX ノードに配布されたポ リシーを手動で配布します。

タスク  9: NNM アダプタの再インストール

コンソールの [ スタート ] メニューから、NNM Adapter 7.5 を再インス トールしま

す。 実行手順については、 HP OVO のオンライン ヘルプを参照してください。

NNM アダプタのインス トールを行う前に、 NNM サーバー上の OVO
エージェン トのアップグレードを完了しておく必要があ り ます。
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OVO 7.5 への並列移行
概要

この章では、 次の操作の実行方法について詳し く説明します。

• Windows 管理サーバーの 「 OVO 7.21 から  7.5 への並列移行」 の実行方法。

• Windows 管理サーバーの OVO 7.21 および OVO 7.5 を、 ク ラスタ化された管

理サーバー インス トールへの移行方法。 「OVO 7.21 管理サーバーから  MS ク
ラスタへの移行」 および 「OVO 7.5 管理サーバーから  MS ク ラスタへの移行」

を実行します。

OVO の設定データは、すべて 1 つのフォルダに自動的に保存されます。 このデー

タは、新しいサーバーに転送され、自動的にアップロード されます。OVO Reporter
の設定データも、 同様にダウンロードおよびアップロード されます。

OVO 設定データの移動のほかに、 一部の移行手順を手動で行う必要があ り ます。

たとえば、 古い OVO サーバーの OVO ユーザー グループ HP-OVE-ADMINS およ

び HP-OVE-OPERATORS に割 り 当て られていた Windows ユーザーは、 新しい

OVO 管理サーバーの Windows ド メ インに再作成し、 対応するユーザー グループ

に追加する必要があ り ます。   
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移行を確実に成功させるため、基本 SPI と、その他すべての SPI は、新しい OVO
サーバーへの設定データの移行が完了するまで、 新しい OVO サーバーにインス

トールされません。 このため、 ポ リ シーと設定データの移行は簡略化されます。 

基本 SPI が新しい OVO サーバーにインス トールされないよ うにするには、 OVO
7.5 のインス トールを開始する前にバッチ ファ イルを呼び出して、 新しい OVO
7.5 のマシンにレジス ト リ  キーを作成します。

このレジス ト リ  キーの名前は、 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\
Hewlett-Packard\CoreSPIMigration です。 42 ページの 「新しい OVO 管
理サーバーへの OVO 7.5 のインス トール」 を参照して ください。
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OVO 7.21 から  7.5 への並列移行

並列移行では、OVO 7.21 管理サーバーと、そのすべての設定は、別のハードウェ

アにインス トールされた OVO 7.5 に移行されます。

 古い管理サーバーで実行するステップ

新しい管理サーバーに切り替えるエージェン トの準備

エージェン ト を リモートに新しいサーバーに切り替えるには、 次のいずれかが必
要です。 

• 正常に機能している古い管理サーバー。 この場合、 新しいサーバーへの切り
替えを、 古いサーバーによって開始できます。 

または

• 各ノードのフレキシブル管理ポ リシー。 これは、 新旧両方のOVOサーバーを

ACTIONALLOWEDMANAGER  に設定します。ポ リ シーの配布は古い管理

サーバーのみに許可されるため、 この柔軟な管理ポ リ シーは、 古い管理サー
バーを使用して配布しておく必要があ り ます。 管理システムに柔軟な管理ポ
リシーが配布されていれば、 新規サーバーへの切り替えは、 新旧どちらのサー
バーからも開始できます。 

または

• すべてのエージェン トの、 ローカルでの手動切り替え。

OVO 7.20 から  OVO 7.5 へのア ッ プグレー ド を行 う 場合は、 事前にパ ッ チ

OVOW_00075 をインス トールします。OVO 7.10 からのアップグレードでは、パッ

チ OVOW_00075 の前にパッチ OVOW_00050 をインス トールします。

パッチをインス トールする前に、 システムをバッ クアップして ください。
システムのバ ッ ク ア ッ プ と 復元の方法については、 ス ター ト ア ッ プ CD の
\Documentation\White Papers ディ レク ト リに保存されている Backup/
Restore.pdf ファ イルを参照して ください。 
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古いサーバーを使用できな くなっても、 エージェン ト を確実に新しい OVO ク ラ

スタ管理サーバーに切り替えられるよ うに、 柔軟なポ リシーを作成し、 すべての
管理ノードに配布するこ とをお勧めします。

1 Samples\Flexible Management ポ リシー グループを探し、

MultipleActionManagers ポ リシーを編集します。
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2 コ メ ン ト と して記されている説明に従って、 柔軟な管理ポ リ シーの構文を修
正します。hptest.bbn.hp.com とい う文字列を古いサーバーの名前に置き

換え、 hpsystem.bbn.hp.com とい う文字列を新しい管理サーバーの名前

に置き換えます。 こ こには、 完全修飾ド メ イン名を指定するこ とをお勧めし
ます。 DNS に名前を解決させるため、 IP アドレスは 0.0.0.0 のまま残します。

次に、 説明 ( [DESCRIPTION] ) フ ィールドを編集します。

 

3 修正したポ リシーを保存し、 すべての管理対象システムに配布します。
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ユーザー アカウン トの移行について

OVO Windows のユーザー アカウン トの移行では、 3 つのケースが考えられます。

初のケースが残る  2 つと重複するため、 実際の設定には、 いくつかのケースが

該当する可能性があ り ます。

1 OVO Windows の一部のユーザー アカウン トは、 古い管理サーバーのローカ

ル ユーザーです。

2 新しい管理サーバーは、古い管理サーバーのユーザー グループを使用し続け

ます。 古い管理サーバーがすでにド メ イン  グループを使用していれば、 新し

い管理サーバーは、 OVO 管理者およびオペレータ用に、同じ ド メ インおよび

ド メ イン  ユーザー グループを使用するこ とができます。

3 新しい管理サーバーは、古い管理サーバーのユーザー グループを再利用しま

せん。 古いグループがローカル グループである、 または別ド メ インのド メ イ

ン  グループである場合は、 常にこのよ うな り ます。 ただし、 新しい管理サー

バー用のド メ インに新しいユーザー グループを作成するこ とは可能です。

ケース 1 - ローカル ユーザー アカウン ト を、 別の Windows インス トールに移行

するこ とはできません。 ローカル アカウン ト ご とに、 新しい Windows アカウン

ト を作成する必要があ り ます。 次に、 このアカウン ト をオペレータまたは管理者
のグループに割り当てます。 

新しいアカウン トは、 ド メ イン  アカウン ト、 または新しい管理サーバーのローカ

ル アカウン ト のいずれかです。 新しい管理サーバーをク ラスタで実行する場合

は、 OVO Windows のユーザー グループはド メ イン  グループでなければならない

ため、 新しいアカウン トはド メ イン  アカウン トである必要があ り ます。 

ケース 2 - この場合、特別な操作は必要あ り ません。インス トール時に同じグルー

プとユーザーを指定した場合、 新しい OVO 管理サーバーは、 既存の Windows ド
メ イン ユーザー グループとユーザーを使用します。

OVO の内部ユーザー ロールと権限の定義は、 OVO の設定ダウンロードおよび

アップロード  ツールを使用して移行されます。

ケース 3 - ローカル グループを別の Windows インス トールに移行できないため、

すべてのユーザーを新しいグループに移行する必要があ り ます。 新しいグループ
は、 新しい管理サーバーのローカル グループであるか、 またはド メ イン  グルー

プです。 ク ラ ス タ化された OVO Windows では、 新しいグループはド メ イン  グ
ループである必要があ り ます。
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古い管理サーバーからの設定データのダウンロード

古い管理サーバーから次の設定データをダウンロードする必要があ り ます。

• ノード  モデル

• サービス設定

• ツール

• ポ リシーとポ リ シー グループ

• ポ リシーと ノードの割り当て

• ユーザー ロール

• メ ッセージと注釈

• ファ イルシステム設定データ

— カスタム  インス トルメンテーシ ョ ン

— メ ッセージ アクシ ョ ン サーバーの設定

— カスタム  レポート定義

• レジス ト リ設定

管理サーバーへの並列移行ツールのコピー

並列移行ツールは、 OVO 7.5 インス トール CD の 上位ディ レク ト リ

「Side-by-side Migration」 に格納されています。

このディ レク ト リの内容を、サブディ レク ト リ も含めて、古い OVO 管理サーバー

のローカル ディ レク ト リにコピーします。
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cscript をデフォルト  スクリプ ト  ホスト と して設定

デフォル ト のス ク リ プ ト  ホス ト を cscript.exe に設定します。 これによ り、

スク リプ トは、 進捗状況の表示にポップアップ メ ッセージ ボッ クス  ウ ィ ン ド ウ

ではなく、 コンソール出力を使用するよ うにな り ます。 スク リプ トは、 状態や進
捗に関する多数のメ ッセージを生成します。 これを、 ツール出力またはコンソー
ル メ ッセージの注釈と して表示できます。

コマンド  プロンプ トで cscript /h:cscript を実行して、 cscript.exe を
サーバーのデフォルト  スク リプ ト  ホス トにします。 これによ り、 ス ク リプ ト  ホ
ス トは、 バッチ ジ ョブによ り適したコンソール出力を使用するよ うにな り ます。
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移行ツール OVOW_dnl_conf.vbs

このツールは、設定データをダウンロード して、設定ディ レク ト リに格納します。

表 5 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ < エクスポート  ディ レク ト リ >

コ メン ト • 管理サーバーの設定データを格納するディ レク ト リ を指
定します

• 存在しない場合はディ レク ト リが作成されます

• ディ スク  ド ラ イブに十分な空き容量があるこ とを確認
して ください

オプシ ョ ン []

コ メン ト • オプシ ョ ンが指定されていない場合、 すべての設定デー
タがダウンロード されます

• OVO の単一システムから ク ラスタへの移行は、 通常は
この方法で行われます

オプシ ョ ン [-c]

コ メン ト モデル設定のエクスポート

オプシ ョ ン [-p]

コ メン ト ポ リ シーとポ リ シー グループのエクスポート

オプシ ョ ン [-a]

コ メン ト ポ リ シー割り当てのエクスポート

オプシ ョ ン [-r]

コ メン ト レジス ト リ  キーのエクスポート

オプシ ョ ン [-f]

コ メン ト ファ イルシステム設定データのエクスポート

オプシ ョ ン [-m]

コ メン ト メ ッセージのエクスポート

オプシ ョ ン [-sqldmo]

コ メン ト SQL Server データベースへのアクセスに必要な SQL-DMO
DLL がローカル マシンにインス トールされているかど うか
を調べます
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OVOW_dnl_conf.vbs ツールの前提条件のチェ ック

このユーティ リ ティ を使用する前に、 次の前提条件が満たされているこ とを確認
します。

• OVO データベースがリモート  データベースである場合は、 データベースへ
のアクセスに必要な sqldmo.dll が OVO サーバーにインス トールされて
いるかど うかを調べます。

— -sqldmo オプシ ョ ンを指定して、 OVOW_dnl_conf を呼び出します。 

— SQL-DMO がインス トールされている場合は、 そのまま操作を続けます。

— SQL-DMO がインス トールされていない場合は、 次のよ うに操作します。

– binn サブディ レク ト リに移動します。

– regsvr32 を使用して、用意されている  sqldmo.dll を登録します。
regsvr32 sqldmo.dll のよう に呼び出します。 

– 次に、OVOW_dnl_conf -sqldmo を再実行し、SQL-DMO が使用可
能になったこ とを確認します。

• 実行可能ファ イル OvExtractMOF.exe が、OVOW_dnl_conf.vbs と同じ
ディ レク ト リに存在するこ とを確認します。

• このユーティ リ ティ を実行するユーザーは、OVOPS SQL Server インスタンス
の管理者グループのメンバーである必要があ り ます。 このグループに属して
いない場合、OVOW_dnl_conf.vbs は OVOW データベースにアクセスでき
ません。

すべての条件が満たさ れている場合は、 次のよ う にユーティ リ ティ を呼び出し
ます。

OVOW_dnl_conf.vbs c:\temp\OVOWConfigDir

OVO ユーザー ロールのダウンロード

次のコマンドを使用して OVO ユーザー ロールを XML ファ イルにダウンロード
して ください。

ovpmutil CFG USR DNL <user-roles.xml>
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OVO Reporter の設定のダウンロード

OVR_dnl_conf_db.vbs ス ク リ プ ト は、 Reporter のデータベース、 レポー ト、

パッケージをエクスポート します。 自動的に次の処理が行われます。

• 7.21 または 7.5 システムから、 パラ メータ と して渡されるフォルダにデータ

ベース  ダンプをエクスポート します。 

• <Install Dir>\newconfig\packages から、 パラ メータ と して渡され

るフォルダに srp ファ イルをコピーします。 

• dir 構造を持つフォルダに <DataDir>\reports をコピーします。  

移行ツール OVR_dnl_conf_db.vbs

このツールは、 Reporter の設定データをダウンロード して、 設定ディ レク ト リに

格納します。

 

このセクシ ョ ンは、完全バージ ョ ンの Reporter だけでなく、Reporter Light にも該

当します。

このスク リプ トは、データベースへの接続に Windows 認証を使用します。ログイ

ンしたユーザーが Reporter データベースへのアクセス権を持っていない場合、ス

ク リプ トの実行は失敗します。

表 6 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ "< エクスポート  ディ レク ト リ >"

コ メン ト • 管理サーバーの設定データを格納するディ レク ト
リ を指定します

• 存在しない場合はディ レク ト リが作成されます

• ディ スク ド ラ イブに十分な空き容量があるこ とを
確認して ください

• ディ レク ト リ名は、 二重引用符で囲む必要があ り
ます

オプシ ョ ン [-p]

コ メン ト パッケージとレポート  テンプレートのエクスポート
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次に、 ユーティ リ テ ィの呼び出し例を示します。

"OVR_dnl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -p -d"

並列移行ツールのコピー

OVO インス トール CD の 上位ディ レク ト リ 「Side-by-side Migration」 か
ら、 新しい OVO 管理サーバーをインス トールするマシンのローカル ディ レク ト

リに、 並列移行ツールをコピーします。

新しい OVO 管理サーバーへの OVO 7.5 のインストール

インス トール手順については、 OVO for Windows 7.5 のインス トール ガイ ドを参

照して ください。

一般的な OVO 7.5 のインス トールと、 OVO 7.21 から  OVO 7.5 管理サーバーへの

並列移行の唯一の違いは、 初期インス トール時に SPI をインス トールしないこ と

です。 

オプシ ョ ン [-d]

コ メン ト レポート  データベースのエクスポート。 このオプシ ョ

ンは、 Reporter データベースが稼動するマシンでツー

ルを実行する場合にのみ使用できます。 OVO がリモー

ト  データベース  サーバーを使用している場合、 また

は OVO と  OVO Reporter データベースが物理的に異な

る ノードで稼動している可能性がある、 ク ラスタ環境
で OVO が実行されている場合は注意が必要です。

オプシ ョ ン [-v]

コ メン ト 詳細モード

表 6 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

新しい OVO 管理サーバーを古いサーバーと同じ状態でインス トールするには、

どの SPI が OVO 管理サーバーにインス トールされているか、 などの設定情報を

記録しておいてください。
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OVO 7.5 インスト ーラが基本 SPI (WinOS SPI、 UNIX OS SPI、 WebServer SPI) をイ

ンスト ールしないよう に、 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\
Hewlett-Packard\CoreSPIMigration と いう レジスト リ  キーを作成します。 

このレジス ト リ  キーを作成するには、並列移行ツールが格納されたディ レク ト リ

に移動し、 バッチ ファ イル SBSM.bat を実行します。

これで OVO 7.5 のインス トールを開始できます。

新しい OVO 管理サーバーの設定

タスク  1: ローカル ユーザーまたは Windows ド メ イン ユーザーの設定

OVO 管理サーバーの管理者とオペレータの Windows ユーザー アカウン ト を再作

成します。

OVO 7.5 管理サーバー インス トールのアカウン ト と してローカル アカウン ト を

選択した場合は、 次のよ うに操作します。

1 新しい OVO サーバーで、 [ 管理ツール ] → [ コンピュータの管理 ] を選択し、 表

示を [ ローカル ユーザーとグループ ] に切り替えます。

2 ユーザーの選択画面で [ 新しいユーザー ] を選択し、 OVO オペレータ用の

Windows ユーザー アカウン ト を作成します。

バッチ ファ イル SBSM.bat を呼び出すと、レジス ト リ  キーが作成されます。こ

れを手動で作成するこ とはできません。インス トール前に、 このバッチ ファ イル

を実行するこ とは重要です。 実行を省略した場合、 移行は失敗します。 

この時点ではアドオン  SPI をインス トールしないでください。 この時点でインス

トールできるのは、 製品のコア部分のみです。

古い OVO サーバーに完全バージ ョ ンの Reporter がインス トールされている場合

は、 移行の 後の段階で、 新しい OVO サーバーに Reporter をインス トールする

必要があ り ます。
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3 次に、 HP-OVE-OPERATORS グループのプロパティ設定画面で [ メンバ ] タブ

を選択し、 ユーザーを  HP-OVE-OPERATORS グループに追加します。 移行す

るすべての OVO 管理者とオペレータについて、 この手順を繰り返します。

OVO 7.5 管理サーバー インス トールのアカウン ト と して Windows ド メ イン アカ

ウン ト を選択し、 かつ、 次の条件に該当する場合は、 次のよ うに操作します。

• 古い OVO 管理サーバーがローカル Windows ユーザーを使用していた

• 新しい OVO 管理サーバーが、 管理者とオペレータの Windows ユーザー アカ

ウン トの管理に別の Windows ド メ インを使用する

a ド メ イン  コン ト ローラで、 Active Directory マネージャを起動し、 表示を

[Active Directory ユーザーとコンピュータ ] に切り替えます。 

b ユーザーの選択画面で [ 新しいユーザー ] を選択し、 OVO オペレータ用の

Windows ド メ イン ユーザー アカウン ト を作成します。
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c 次に、HP-OVE-OPERATORS グループのプロパティ 設定画面で [ メンバ ] タ
ブを選択し、ユーザーを  HP-OVE-OPERATORS グループに追加します。移

行するすべての OVO 管理者と オペレータについて、 この手順を繰り 返し

ます。

タスク  2: 自動配布を抑制するレジスト リ  キーの設定

自動配布を抑制しない場合、 新しい管理サーバーへの移行時に、 ポ リシー管理に
よって新しいノードへのポ リシーの配布が試みられる可能性があ り ます。 新しい
管理サーバーは、 まだこの新しいノードの管理を承認されていないため、 配布
ジ ョブは失敗します。 自動配布を抑制するには、 次のよ うに操作します。

• vpstat -3 -r STOP を実行して、 OVO 管理サーバーを停止します。

• 並列移行ツールが格納されているディ レ ク ト リ に移動し、 バッチ ファ イル

ADEPOFF.bat を実行します。

• vpstat -3 -r START を実行します。
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タスク  3: 新しい管理サーバーへの設定データのアップロード

cscript をデフォルト  スクリプ ト  ホスト と して設定

デフォル ト のス ク リ プ ト  ホス ト を cscript.exe に設定します。 これによ り、

スク リプ トは、 進捗状況の表示にポップアップ メ ッセージ ボッ クス  ウ ィ ン ド ウ

ではなく、 コンソール出力を使用するよ うにな り ます。 スク リプ トは、 状態や進
捗に関する多数のメ ッセージを生成します。 これを、 ツール出力またはコンソー
ル メ ッセージの注釈と して表示できます。

コマンド  プロンプ トで cscript /h:cscript を実行して、 cscript.exe を
サーバーのデフォルト  スク リプ ト  ホス トにします。  

移行ツール OVOW_upl_conf.vbs

OVOW_upl_conf.vbs の使用

1 事前にダウンロード した設定データを、 アクティブ ク ラスタ  ノード  ( たと

えば、 c:\temp\ConfigDir ディ レク ト リ ) にコピーします。 ディ レク ト

リ  パスにはスペース  ( 空白 ) 文字は使用できません。

OVOW_upl_conf.vbs ツールの前提条件のチェ ック  

このユーティ リ ティ を使用する前に、次の前提条件が満たされているこ とを確認
します。

• OVO データベースがリモート  データベースである場合は、 データベースへ
のアクセスに必要な sqldmo.dll が OVO サーバーにインス トールされて
いるかど うかを調べます。

— -sqldmo オプシ ョ ンを指定して、 OVOW_upl_conf を呼び出します。 

— SQL-DMO がインス トールされている場合は、 そのまま操作を続けます。

— SQL-DMO がインス トールされていない場合は、次のよ うに操作します。

– binn サブディ レク ト リに移動します。

– regsvr32 を使用して、用意されている  sqldmo.dll を登録します。
regsvr32 sqldmo.dll のよう に呼び出します。 

– 次に、 OVOW_upl_conf -sqldmo を再実行し、 SQL-DMO が使用
可能になったこ とを確認します。

• このユーティ リ ティ を実行するユーザーは、 OVOPS SQL Server インスタン
スの管理者グループのメンバーである必要があ り ます。
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2 リモート  マシンまたは別のク ラスタ  ノードで OVO データベースを実行して

いる場合は、 リモート  データベース  サーバー上の、同じ論理ド ライブ名の同

じパスに、 <OVOConfigDir>\Messages ディ レク ト リ と、次の 2 つのファ

イルをコピーします。

•   <Side-by-side Migration>\ov_ms_message.fmt 

•   <Side-by-side Migration>\ov_ms_annotation.fmt

 この <OVOConfigDir> は、 ダウンロード した OVO 設定データが可能され

ているディ レク ト リです。

<Side-by-side Migration> は、 並列移行ツールが格納されているディ

レク ト リです。

3 OVOW_upl_conf.vbs を使用して、 設定データをアップロード します。
OVOW_upl_conf.vbs c:\temp\OVOWConfigDir

表 7 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ < インポート  ディ レク ト リ >

コ メン ト 管理サーバーの設定データを格納するディ レク ト リ を
指定します

オプシ ョ ン []

コ メン ト • オプシ ョ ンが指定されていない場合、 すべての設
定データがアップロード されます

• OVO の単一システムから ク ラスタへの移行は、 通

常はこの方法で行われます

オプシ ョ ン [-c]

コ メン ト モデル設定のインポート

オプシ ョ ン [-p]

コ メン ト ポ リ シーとポ リ シー グループのインポート

オプシ ョ ン [-a]

コ メン ト ポ リ シー割り当てのインポート

オプシ ョ ン [-r]
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タスク  4: OVO ユーザー ロールのアップロード

事前にダウンロード した <user-roles.xml> XML ファ イルを新しい OVO 管理

サーバーにコピーし、 次のコマン ド を使用して OVO ユーザー ロールをアップ

ロード します。

ovpmutil CFG USR UPL <user-roles.xml>

OVO ユーザー ロールに対する  Windows ユーザーの割り当ては、 当該ユーザーが

新しい OVO 管理サーバーにおいて既知かど うかに関係な く、 新しい OVO 管理

サーバーに移行されます。 ユーザーが未知の場合、 OVO ユーザー ロール エディ

タの [ ユーザー ] タブの [ ユーザー名 ] プロパティには [Unknown Account] と表示

されます。 これらの不明なユーザーは、削除のうえ、代わりのユーザー アカウン

トに置き換える必要があ り ます。

不明なユーザーを置き換えるには、 新しい OVO 管理サーバーでコンソールを開

いてユーザー ロール エディ タを起動します。それぞれのユーザー ロールごとに、

ユーザー ロールを選択して [ プロパティ ] をク リ ッ ク し、 [ ユーザー ロール プロ

パテ ィ ] ダイアログを開き ます。 不明なユーザー アカウン ト がないかど う か

チェッ ク し、 見つかった場合には適宜変更します。

コ メン ト レジス ト リ  キーのインポート

オプシ ョ ン [-f]

コ メン ト ファ イルシステム設定データのインポート

オプシ ョ ン [-m]

コ メン ト メ ッセージのインポート

オプシ ョ ン [-sqldmo]

コ メン ト SQL Server データベースへのアクセスに必要な 
SQL-DMO DLL がローカル マシンにインス トールされ

ているかど うかを調べます

表 7 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ < インポート  ディ レク ト リ >
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タスク  5: Reporter 設定データのアップロード

OVO 7.5 システムへのパッケージ、 レポー ト、 データベースのインポート には、
OVR_upl_conf_db.vbs スク リプ ト を使用します。 このスク リプ ト を呼び出す
前に、 OVR_dnl_conf_db.vbs を使用してエクスポート したファ イルを、 OVO
7.5 システムにコピーしておきます。 ダウンロード  データを格納したフォルダの
場所は、 パラ メータ と してスク リプ トに渡されます。

このスク リプ トは、 次の処理を自動的に行います。

• Reporter データベースを  7.5 システムにインポート します。 このと き、 7.5 シ
ステムに存在する古いデータベースは削除されます。 

• 7.5 システムに .srp ファ イルをコピーします。 既存の .srp ファ イルの
上書きも選択できます。

• 7.5 システムにレポート をコピーします。 既存のレポート  テンプレートの上
書きも選択できます。

• newdb を実行して、 移行後のデータベースを 3.6 互換にします。 OVO とデー
タベースを別のマシンで実行する場合は、 データベースが稼動しているマシ
ンに newdb.exe が存在しないため、アップロード時に newdb を起動でき
ません。

重要な注記

1 OVO 7.5 は Crystal 10 レポート  テンプレート を使用し、 OVO 7.21 は Crystal 
8.5 レポート  テンプレート を使用します。 バージ ョ ン  8.5 などの古い Crystal 
を使用して作成したテンプレートには、 下位互換性の問題があ り ます。 古い
テンプレートが存在する場合、 アップロード時にテンプレート を上書きする
かど うかが確認されます。 

a すべてのテンプレート を上書きする場合は、 [ すべて ] を選択します。 

b 現在のテンプレート を上書きする場合は、 [ はい ] を選択します。 

c 現在のテンプレート を上書きしない場合は、 [ いいえ ] を選択します。

このセクシ ョ ンは、完全バージ ョ ンの Reporter だけでなく、Reporter Light にも該

当します。

いかなる場合も、 7.5 のレポート  テンプレート を 7.21 のテンプレート

で上書きしないでください。 7.5 に存在しないカスタム テンプレート

だけを上書きします。 これらのカスタム  テンプレート を CR 10 互換に

するには、 修正が必要です。 CR 10 の問題については、 リ リース  ノー

ト を参照して ください。
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2 このスク リプ トは、 データベースへの接続に Windows 認証を使用します。 ロ

グインしたユーザーがデータベースへのアクセス権を持っていない場合、 ス
ク リプ トの実行は失敗します。

3 OVR_upl_conf_db.vbs -d を呼び出して Reporter データベースをアップ

ロードする前に、Reporter サービスを停止する必要があ り ます。Reporter サー

ビスを停止するには、コマンド  プロンプ ト を開き、net stop reporter を
実行します。 初にク ラスタ  アド ミ ニス ト レータを起動して OVO グループ

を選択し、 OvReporter サービスをオフラインにします。

4 Reporter データベースのインポート中は、Reporter データベースへのアクティ

ブな接続は存在できません。接続が存在する場合、 インポートは失敗します。
データベースのインポート前に、 Reporter データベースにアクセスするすべ

てのプロセスを中止または終了してください。
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5 OVO DB ユーザー パスワードは、 ovrpwdencrypt.exe ツール 
(%OvInstallDir%\bin\ovrpwdencrypt.exe) を使用して変更できます。
新しい Reporter データベース内のパスワードが、 古い Reporter データベース
内のパスワード と一致しない場合は、 パスワードの変更が必要です。 

6 コマンド  プロンプ トで net start reporter を実行し、 Reporter サービ
スを開始します。

移行ツール OVR_upl_conf_db.vbs

このツールは、 事前に設定ディ レク ト リに保存した Reporter 設定データをアップ
ロード します。また、OVR_dnl_conf_db.vbs を使用して保存した Reporter デー
タベースを復元します。

 

表 8 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ "< インポート  ディ レク ト リ >"

コ メン ト OVO Reporter の設定データを格納するディ レク ト リ を

指定します。 ディ レク ト リ名は、 二重引用符で囲む必
要があ り ます。

オプシ ョ ン [-p]

コ メン ト パッケージとレポート  テンプレートのインポート

オプシ ョ ン [-d]

コ メン ト レポート  データベースのインポート。 このオプシ ョ ン

は、 Reporter データベースが稼動するマシンでツール

を実行する場合にのみ使用できます。OVO がリモート  
データベース  サーバーを使用している場合、 または 
OVO と  OVO Reporter データベースが物理的に異なる

ノードで稼動している可能性がある、 ク ラスタ環境で 
OVO が実行されている場合は注意が必要です。

このオプシ ョ ンを指定して OVR_upl_conf_db.vbs 
を呼び出す場合は、 事前に Reporter サービスを停止す

る必要があ り ます。

オプシ ョ ン [-v]

コ メン ト 詳細モード
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• OVO サーバーと  Reporter データベースが同一システムで稼動する場合は、

ユーティ リ テ ィ を次のよ うに実行します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -p -d"

• OVO がリモート  データベースまたはク ラスタ環境にインス トールされてい

る場合や、 OVO と  OVO データベースが現在別のノードで稼動している場合

など、OVO サーバーと  Reporter データベースが異なるシステムで稼動する場

合は、 OVR_upl_conf_db.vbs を  2 回呼び出す必要があ り ます。

— まず、OVO サーバーで実行し、Reporter 設定データをインポート します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -p"

— 次に、 Reporter データベースが稼動するサーバーで実行し、 Reporter デー

タベースをインポート します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -d"

OpenView データベース  ユーザーのパスワードが求められる場合があ り ま

す。 このパスワードは、 デフォルトでは 「openview」 です。 OVO サー

バーに戻り、 <%OVInstallDir%>\bin\newdb.exe ツールを実行して ください。

タスク  6: 古い管理サーバー ノードの削除

古い管理サーバー ノードは、 移行ユーティ リ テ ィによって新しい OVO 7.5 サー

バーのノード  グループに移行されました。[ ノード ] ビューから古い管理サーバー

ノードを削除します。

タスク  7: エージェン トの切り替え

次に、 管理ノードのエージェン トが古い OVO 管理サーバーではな く、 新しい管

理サーバーを使用するよ うに設定する必要があ り ます。

1 新しい OVO 管理サーバーで管理コンソールを起動し、 コンソール ツ リーで 
[ ツール ] → [OpenView ツール ] を選択します。 「Switch Management Server for 
Windows nodes」 と 「Switch Management Server for Unix nodes」 とい う  2 つの

ツールが必要です。

2 Windows 管理ノードの設定では、 [Switch Management Server for Windows
nodes] ツールを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ] → [ ツールの起動 ] を選択し

ます。 
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3 ノード選択ツ リーが表示されるので、すべての Windows 管理ノードにチェッ

クマークを付け、 [ 起動 ...] をク リ ッ ク します。
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4 パラ メータ  パネルが表示されるので、 新しい OVO 管理サーバーの完全修飾

ド メ イン名を入力し、 も う一度 [ 起動 ...] をク リ ッ ク します。 
54



第 3 章
5 [ ツールのステータス ] パネルが表示されます。選択されているすべてのノー

ドで、 ツールのステータスが 「起動中」 となっているこ とを確認して くださ
い。 このステータスは、 すべての管理ノードでツールが正し く実行されたこ
とを示しています。 ステータスが 「起動中」 から 「成功」 または 「完了」 に
切り替わるこ とはあ り ません。

選択されている ノードのステータスが 「失敗」 に切り替わっている場合、 そ
のノードではツールが正し く実行されていません。

— 該当する ノード と、 管理サーバーから管理ノードへのネッ ト ワーク接続
を調べてください。 

— 次に、 そのノードに対して [Switch Management Server for Windows 
nodes] ツールをも う一度実行します。

UNIX 管理ノードの設定では、 同様の方法でノードに [Switch Management 
Server for Unix nodes] ツールを適用します。

ツールが正し く実行されれば、 すべての管理ノードが新しい OVO 管理サー

バーに対してレポート を行う よ うにな り ます。
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タスク  8: 自動配布の有効化

自動配布を有効化するには、 次のよ うに操作します。

• vpstat -3 -r STOP を実行して、 OVO 管理サーバーを停止します。

• 並列移行ツールが格納されているディ レ ク ト リ に移動し、 バッチ ファ イル

ADEPON.bat を実行します。

• vpstat -3 -r START を実行します。

タスク  9: 新しい管理サーバー ノードへのポリシーの再配布

古い管理サーバーのすべてのポ リシー割り当ては、 移行ユーティ リ ティによって
新しい管理サーバー ノードに移行されます。 これは、管理サーバーの個々のポ リ

シー割り当てを維持するために必要です。

しかし、移行ツールはポ リ シー割り当てを OVO データベースに移行するだけで、

それを管理サーバーに配布しないため、 新しい管理サーバー ノードで [ すべての

ポリシーとパッケージの再配布 ] を実行する必要があ り ます。

「すべてのポ リ シーとパッケージの再配布」 は、 管理ノードではな く、 新しい管
理サーバー自体に対してのみ実行します。
56



第 3 章
タスク  10: OVO SPI のインストール

次に、基本 SPI (WinOS SPI、UNIX OS SPI、WebServer SPI) と、古い OVO サーバー
にインス トールされていた、 その他すべての SPI をインス トールします。 

1 SPI CD 2005.1 を開き、 setup.bat を実行します。 インス トーラ  ウ ィンド
ウの製品選択パネルが表示されるので、 [CORE SPIs] を選択します。 

2 新しい OVO 7.5 サーバーへのインス トールが必要な、その他の SPI について、
記録しておいた設定情報を確認します (42 ページを参照 )。

タスク  11: Reporter のインストール

古い OVO 7.21 にインス トールされていた場合は、 完全バージ ョ ンの Reporter を
インス トールします。

85 ページの 「コア SPI の移行」 を参照して ください。 また、 SPI CD に
収録されている ドキュ メン ト も参照して ください。
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OVO 7.21 管理サーバーから  MS クラスタへの移行

移行を開始する前に、 33 ページの 「古い管理サーバーで実行するステップ」 と、

42 ページの 「並列移行ツールのコピー」 の操作を実行して ください。

クラスタへの OVO 7.5 のインストール

インス トール手順については、 OVO for Windows 7.5 のインス トール ガイ ドを参

照して ください。

一般的な OVO 7.5 のインス トールと、 OVO 7.21 から  OVO 7.5 管理サーバーへの

並列移行の唯一の違いは、 初期インス トール時に SPI をインス トールしないこ と

です。 SPI のインス トールは、 移行の 後の段階で行います。 

OVO 7.5 インス トーラが基本 SPI (WinOS SPI、UNIX OS SPI、WebServer SPI) をイ

ンス トールしないよ うに、 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\
Hewlett-Packard\CoreSPIMigration という レジス ト リ  キーを作成します。 

このレジス ト リ  キーを作成するには、並列移行ツールが格納されたディ レク ト リ

に移動し、 バッチ ファ イル SBSM.bat を実行します。 

これで OVO 7.5 のインス トールを開始できます。       

        

OVO 7.5 を正し く インス トールしたら、プライマ リ  ク ラスタ  ノード  (OVO のイン

ス トールを開始した物理ク ラスタ  ノード ) に戻り、ク ラスタ  アド ミ ニス ト レータ

を起動します。OVO グループ、および OVO データベースをホスティングする  MS
SQL グループを、 プライマ リ  ク ラスタ  ノードに戻します。

バッチ ファ イル SBSM.bat を呼び出すと、レジス ト リ  キーが作成されます。こ

れを手動で作成するこ とはできません。インス トール前に、 このバッチ ファ イル

を実行するこ とは重要です。 実行を省略した場合、 移行は失敗します。 

この時点ではアドオン  SPI をインス トールしないでください。 この時点でインス

トールできるのは、 製品のコア部分のみです。
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OVO クラスタの設定

タスク  1: Windows ド メ イン ユーザーの設定

次の条件に該当する場合は、OVO 管理サーバーの管理者とオペレータの Windows
ユーザー アカウン ト を再作成します。

• 古い OVO 管理サーバーがローカル Windows ユーザーを使用していた、または

• 新しい OVO 管理サーバーが、 管理者とオペレータの Windows ユーザー アカ

ウン トの管理に別の Windows ド メ インを使用する

1 ド メ イン  コン ト ローラで、 Active Directory マネージャを起動し、 表示を 
[Active Directory ユーザーとコンピュータ ] に切り替えます。 

2 ユーザーの選択画面で [ 新しいユーザー ] を選択し、 OVO オペレータ用の

Windows ユーザー アカウン ト を作成します。
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3 次に、 HP-OVE-OPERATORS グループのプロパティ設定画面で [ メンバ ] タブ

を選択し、 ユーザーを  HP-OVE-OPERATORS グループに追加します。 移行す

るすべての OVO 管理者とオペレータについて、 この手順を繰り返します。

タスク  2: 自動配布を抑制するレジスト リ  キーの設定

自動配布を抑制しない場合、 新しい管理サーバーへの移行時に、 ポ リシー管理に
よって新しいノードへのポ リシーの配布が試みられる可能性があ り ます。 新しい
管理サーバーは、 まだこの新しいノードの管理を承認されていないため、 配布
ジ ョブは失敗します。 自動配布を抑制するには、 次のよ うに操作します。

• コマンド  プロンプ ト を表示し、次のコマンドを実行して OVO を停止します。
vpstat -3 -r STOP

• 並列移行ツールが格納されているディ レク ト リに移動し、 バッチ ファ イル

ADEPOFF.bat を実行します。
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• コマンド  プロンプ トに戻り、 次のコマンドを実行して OVO を起動します。
vpstat -3 -r START

タスク  3: クラスタ化された管理サーバーへの設定データのアップロード

cscript をデフォルト  スクリプ ト  ホスト と して設定

デフォルトのスク リプ ト  ホス ト を cscript.exe に設定します。 これによ り、

スク リプ トは、 進捗状況の表示にポップアップ メ ッセージ ボッ クス  ウ ィ ン ド ウ

ではなく、 コンソール出力を使用するよ うにな り ます。 スク リプ トは、 状態や進
捗に関する多数のメ ッセージを生成します。 これを、 ツール出力またはコンソー
ル メ ッセージの注釈と して表示できます。

コマンド  プロンプ トで cscript /h:cscript を実行して、 cscript.exe を
サーバーのデフォルト  スク リプ ト  ホス トにします。  

移行ツール OVOW_upl_conf.vbs

OVOW_upl_conf.vbs ツールの前提条件のチェ ック  

このユーティ リ ティ を使用する前に、次の前提条件が満たされているこ とを確認
します。

• OVO データベースがリモート  データベースである場合は、 データベースへ

のアクセスに必要な sqldmo.dll が OVO サーバーにインス トールされて

いるかど うかを調べます。

— -sqldmo オプシ ョ ンを指定して、 OVOW_upl_conf を呼び出します。 

— SQL-DMO がインス トールされている場合は、 そのまま操作を続けます。

— SQL-DMO がインス トールされていない場合は、次のよ うに操作します。

– binn サブディ レク ト リに移動します。

– regsvr32 を使用して、用意されている  sqldmo.dll を登録します。

regsvr32 sqldmo.dll のよう に呼び出します。 

– 次に、 OVOW_upl_conf -sqldmo を再実行し、 SQL-DMO が使用

可能になったこ とを確認します。

• このユーティ リ ティ を実行するユーザーは、 OVOPS SQL Server インスタン

スの管理者グループのメンバーである必要があ り ます。
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OVOW_upl_conf.vbs の使用

1 事前にダウンロード した設定データを、 アクティブ ク ラスタ  ノード  ( たと

えば、 c:\temp\ConfigDir ディ レク ト リ ) にコピーします。 ディ レク ト

リ  パスにはスペース  ( 空白 ) 文字は使用できません。

2 リモート  マシンまたは別のク ラスタ  ノードで OVO データベースを実行して

いる場合は、 リモート  データベース  サーバー上の、同じ論理ド ライブ名の同

じパスに、 <OVOConfigDir>\Messages ディ レク ト リ と、次の 2 つのファ

イルをコピーします。

•  <Side-by-side Migration>\ov_ms_message.fmt 

•  <Side-by-side Migration>\ov_ms_annotation.fmt

この <OVOConfigDir> は、 ダウンロード した OVO 設定データが可能され

ているディ レク ト リです。

<Side-by-side Migration> は、 並列移行ツールが格納されているディ

レク ト リです。

3 OVOW_upl_conf.vbs を使用して、 設定データをアップロード します。
OVOW_upl_conf.vbs c:\temp\OVOWConfigDir

アップロード  ツールを実行した OVO ク ラスタ  グループがアクティブ

になり ます。

表 9 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ < インポート  ディ レク ト リ >

コ メン ト 管理サーバーの設定データを格納するディ レク ト リ を
指定します

オプシ ョ ン []

コ メン ト • オプシ ョ ンが指定されていない場合、 すべての設
定データがアップロード されます

• OVO の単一システムから ク ラスタへの移行は、 通

常はこの方法で行われます

オプシ ョ ン [-c]

コ メン ト モデル設定のインポート
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タスク  4: OVO ユーザー ロールのアップロード

事前にダウンロード した <user-roles.xml> XML ファ イルを新しい OVO 管理

サーバーにコピーし、 次のコマン ド を使用して OVO ユーザー ロールをアップ

ロード します。

ovpmutil CFG USR UPL <user-roles.xml>

OVO ユーザー ロールに対する  Windows ユーザーの割り当ては、 当該ユーザーが

新しい OVO 管理サーバーにおいて既知かど うかに関係な く、 新しい OVO 管理

サーバーに移行されます。 ユーザーが未知の場合、 OVO ユーザー ロール エディ

タの [ ユーザー ] タブの [ ユーザー名 ] プロパティには [Unknown Account] と表示

されます。 これらの不明なユーザーは、削除のうえ、代わりのユーザー アカウン

トに置き換える必要があ り ます。

オプシ ョ ン [-p]

コ メン ト ポ リ シーとポ リ シー グループのインポート

オプシ ョ ン [-a]

コ メン ト ポ リ シー割り当てのインポート

オプシ ョ ン [-r]

コ メン ト レジス ト リ  キーのインポート

オプシ ョ ン [-f]

コ メン ト ファ イルシステム設定データのインポート

オプシ ョ ン [-m]

コ メン ト メ ッセージのインポート

オプシ ョ ン [-sqldmo]

コ メン ト SQL Server データベースへのアクセスに必要な 
SQL-DMO DLL がローカル マシンにインス トールされ

ているかど うかを調べます

表 9 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ < インポート  ディ レク ト リ >
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不明なユーザーを置き換えるには、 新しい OVO 管理サーバーでコンソールを開

いてユーザー ロール エディ タを起動します。それぞれのユーザー ロールごとに、

ユーザー ロールを選択して [ プロパティ ] をク リ ッ ク し、 [ ユーザー ロール プロ

パテ ィ ] ダイアログを開き ます。 不明なユーザー アカウン ト がないかど う か

チェッ ク し、 見つかった場合には適宜変更します。

タスク  5: Reporter 設定データのアップロード

OVO 7.5 システムへのパッケージ、 レポー ト、 データベースのインポート には、

OVR_upl_conf_db.vbs スク リプ ト を使用します。 このスク リプ ト を呼び出す

前に、 OVR_dnl_conf_db.vbs を使用してエクスポート したファ イルを、 OVO
7.5 システムにコピーしておきます。 ダウンロード  データを格納したフォルダの

場所は、 パラ メータ と してスク リプ トに渡されます。

このスク リプ トは、 自動的に次の処理を行います。

• Reporter データベースを  7.5 システムにインポート します。 このと き、 7.5 シ
ステムに存在する古いデータベースは削除されます。 

• 7.5 システムに .srp ファ イルをコピーします。 既存の .srp ファ イルの上

書きも選択できます。

• 7.5 システムにレポート をコピーします。 既存のレポート  テンプレートの上

書きも選択できます。 

• newdb を実行して、 移行後のデータベースを 3.6 互換にします。 OVO とデー

タベースを別のマシンで実行する場合は、 データベースが稼動しているマシ
ンに newdb.exe が存在しないため、 アップロード時に newdb を起動でき

ません。

重要な注記

1 OVO 7.5 は Crystal 10 レポート  テンプレート を使用し、 OVO 7.21 は Crystal 
8.5 レポート  テンプレート を使用します。 バージ ョ ン  8.5 などの古い Crystal 
を使用して作成したテンプレートには、 逆互換性の問題があ り ます。 古いテ
ンプレートが存在する場合、 アップロード時にテンプレート を上書きするか
ど うかが確認されます。 

a すべてのテンプレート を上書きする場合は、 [ すべて ] を選択します。 

b 現在のテンプレート を上書きする場合は、 [ はい ] を選択します。 

このセクシ ョ ンは、完全バージ ョ ンの Reporter だけでなく、Reporter Light にも該

当します。
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c 現在のテンプレート を上書きしない場合は、 [ いいえ ] を選択します。

2 このスク リプ トは、 データベースへの接続に Windows 認証を使用します。 ロ

グインしたユーザーがデータベースへのアクセス権を持っていない場合、 ス
ク リプ トの実行は失敗します。

3 OVR_upl_conf_db.vbs -d を呼び出して Reporter データベースをアップ

ロードする前に、Reporter サービス と  OVO サービスを停止する必要があ り ま

す。 ク ラスタ  アド ミ ニス ト レータを起動して、 [SQL Server / MSDE インスタ

ンス名の入力 ] から  OVO グループをオフラインにして ください。 

4 Reporter データベースのインポート中は、Reporter データベースへのアクティ

ブな接続は存在できません。接続が存在する場合、 インポートは失敗します。
データベースのインポート前に、 Reporter データベースにアクセスするすべ

てのプロセスを中止または終了してください。

5 OVO DB ユーザー パスワードは、 ovrpwdencrypt.exe ツール 
(%OvInstallDir%\bin\ovrpwdencrypt.exe) を使用して変更できます。

新しい Reporter データベース内のパスワードが、 古い Reporter データベース

内のパスワード と一致しない場合は、 パスワードの変更が必要です。 

6 ク ラスタ  アド ミニス ト レータを起動して、 OVO グループをオンラインに戻

します。

いかなる場合も、 7.5 のレポート  テンプレート を 7.21 のテンプレート

で上書きしないでください。 7.5 に存在しないカスタム テンプレート

だけを上書きします。 これらのカスタム  テンプレート を CR 10 互換に

するには、 修正が必要です。 CR 10 の問題については、 リ リース  ノー

ト を参照して ください。
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移行ツール OVR_upl_conf_db.vbs

このツールは、 事前に設定ディ レク ト リに保存した Reporter 設定データをアップ

ロード します。また、OVR_dnl_conf_db.vbs を使用して保存した Reporter デー

タベースを復元します。

 

• OVO サーバーと  Reporter データベースが同一システムで稼動する場合は、

ユーティ リ テ ィ を次のよ うに実行します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -p -d"

表 10 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ "< インポート  ディ レク ト リ >"

コ メン ト OVO Reporter の設定データを格納するディ レク ト リ を

指定します。 ディ レク ト リ名は、 二重引用符で囲む必
要があ り ます。

オプシ ョ ン [-p]

コ メン ト パッケージとレポート  テンプレートのインポート

オプシ ョ ン [-d]

コ メン ト レポート  データベースのインポート。 このオプシ ョ ン

は、 Reporter データベースが稼動するマシンでツール

を実行する場合にのみ使用できます。OVO がリモート  
データベース  サーバーを使用している場合、 または 
OVO と  OVO Reporter データベースが物理的に異なる

ノードで稼動している可能性がある、 ク ラスタ環境で 
OVO が実行されている場合は注意が必要です。

このオプシ ョ ンを指定して OVR_upl_conf_db.vbs 
を呼び出す場合は、 事前に Reporter サービスを停止す

る必要があ り ます。

オプシ ョ ン [-v]

コ メン ト 詳細モード
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• OVO がリモート  データベースまたはク ラスタ環境にインス トールされてい

る場合や、 OVO と  OVO データベースが現在別のノードで稼動している場合

など、OVO サーバーと  Reporter データベースが異なるシステムで稼動する場

合は、 OVR_upl_conf_db.vbs を  2 回呼び出す必要があ り ます。

— まず、OVO サーバーで実行し、Reporter 設定データをインポート します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -p"

— 次に、 Reporter データベースが稼動するサーバーで実行し、 Reporter デー

タベースをインポート します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -d"

OpenView データベース  ユーザーのパスワードが求められる場合があ り ま

す。 このパスワードは、 デフォルトでは 「openview」 です。 OVO サー

バーに戻り、 <%OVInstallDir%>\bin\newdb.exe ツールを実行して ください。

タスク  6: 古い管理サーバー ノードの削除

古い管理サーバー ノードは、 移行ユーティ リ テ ィによって新しい OVO 7.5 サー

バーのノード  グループに移行されました。[ ノード ] ビューから古い管理サーバー

ノードを削除します。

タスク  7: エージェン トの切り替え

次に、 管理ノードのエージェン トが古い OVO 管理サーバーではな く、 新しい管

理サーバーを使用するよ うに設定する必要があ り ます。

1 新しい OVO 管理サーバーで管理コンソールを起動し、 コンソール ツ リーで 
[ ツール ] → [OpenView ツール ] を選択します。 「Switch Management Server for 
Windows nodes」 と 「Switch Management Server for Unix nodes」 とい う  2 つの

ツールが必要です。

2 Windows 管理ノードの設定では、 [Switch Management Server for Windows
nodes] ツールを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ] → [ ツールの起動 ] を選択し

ます。 
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3 ノード選択ツ リーが表示されるので、すべての Windows 管理ノードにチェッ

クマークを付け、 [ 起動 ...] をク リ ッ ク します。 
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4 パラ メータ  パネルが表示されるので、 新しい OVO 管理サーバーの完全修飾

ド メ イン名を入力します。 ク ラスタ化された OVO サーバーの仮想名を指定

して ください。 も う一度 [ 起動 ...] をク リ ッ ク します。 
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5 [ ツールのステータス ] パネルが表示されます。選択されているすべてのノー

ドで、 ツールのステータスが 「起動中」 となっているこ とを確認して くださ
い。 このステータスは、 すべての管理ノードでツールが正し く実行されたこ
とを示しています。 ステータスが 「起動中」 から 「成功」 または 「完了」 に
切り替わるこ とはあ り ません。

選択されている ノードのステータスが 「失敗」 に切り替わっている場合、 そ
のノードではツールが正し く実行されていません。

— 該当する ノード と、 管理サーバーから管理ノードへのネッ ト ワーク接続
を調べてください。 

— 次に、 そのノードに対して [Switch Management Server for Windows 
nodes] ツールをも う一度実行します。

UNIX 管理ノードの設定では、 同様の方法でノードに [Switch Management 
Server for Unix nodes] ツールを適用します。

ツールが正し く実行されれば、 すべての管理ノードがク ラスタ化された 
OVO 管理サーバーに対してレポート を行う よ うにな り ます。
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タスク  8: 自動配布の有効化

自動配布を有効化するには、 次のよ うに操作します。

• コマンド  プロンプ ト を表示し、次のコマンドを実行して OVO を停止します。
vpstat -3 -r STOP

• 並列移行ツールが格納されているディ レ ク ト リ に移動し、 バッチ ファ イル

ADEPON.bat を実行します。

• コマンド  プロンプ トに戻り、 次のコマンドを実行して OVO を起動します。
vpstat -3 -r START

タスク  9: 新しい管理サーバー ノードへのポリシーの再配布

古い管理サーバーのすべてのポ リシー割り当ては、 移行ユーティ リ ティによって
新しい管理サーバー ノードに移行されます。 これは、管理サーバーの個々のポ リ

シー割り当てを維持するために必要です。

しかし、移行ツールはポ リ シー割り当てを OVO データベースに移行するだけで、

それを管理サーバーに配布しないため、 新しい管理サーバー ノードで [ すべての

ポリシーとパッケージの再配布 ] を実行する必要があ り ます。 

[ すべてのポ リシーとパッケージの再配布 ] は、 管理サーバー自体に対してのみ

実行します。
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タスク  10: OVO SPI のインストール

次に、基本 SPI (WinOS SPI、UNIX OS SPI、WebServer SPI) と、古い OVO サーバー

にインス トールされていた、 その他すべての SPI をインス トールします。

1 SPI CD 2005.1 を開き、 setup.bat を実行します。 

2 インス トーラ  ウ ィ ンド ウの製品選択パネルが表示されるので、 [CORE SPIs]
を選択します。 

3 新しい OVO 7.5 サーバーへのインス トールが必要な、その他の SPI について、

記録しておいた設定情報を確認します (42 ページを参照 )。
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OVO 7.5 管理サーバーから  MS クラスタへの移行

移行を開始する前に、 33 ページの 「古い管理サーバーで実行するステップ」 と、

42 ページの 「並列移行ツールのコピー」 の操作を実行して ください。

クラスタへの OVO 7.5 のインストール

ク ラスタ  インス トールの手順については、 OVO for Windows 7.5 のインス トール

ガイ ドを参照して ください。

一般的な OVO 7.5 のインス トールと、 OVO 7.5 への並列移行の唯一の違いは、 初

期ク ラスタ  インス トール時に SPI をインス トールしないこ とです。 SPI のインス

トールは、 移行の 後の段階で行います。 

OVO 7.5 インス トーラが基本 SPI をインス トールしないよ うに、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\CoreSPIMigration
とい う レジス ト リ  キーを作成します。 

このレジス ト リ  キーを作成するには、並列移行ツールが格納されたディ レク ト リ

に移動し、 バッチ ファ イル SBSM.bat を実行します。

これで OVO 7.5 のインス トールを開始できます。

OVO 7.5 を正し く インス トールしたら、プライマ リ  ク ラスタ  ノード  (OVO のイン

ス トールを開始した物理ク ラスタ  ノード ) に戻り、ク ラスタ  アド ミ ニス ト レータ

を起動します。OVO グループ、および OVO データベースをホスティングする  MS
SQL グループを、 プライマ リ  ク ラスタ  ノードに戻します。

バッチ ファ イル SBSM.bat を呼び出すと、レジス ト リ  キーが作成されます。こ

れを手動で作成するこ とはできません。インス トール前に、 このバッチ ファ イル

を実行するこ とは重要です。 実行を省略した場合、 移行は失敗します。 

この時点ではアドオン  SPI をインス トールしないでください。 この時点でインス

トールできるのは、 製品のコア部分のみです。
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OVO クラスタの設定

タスク  1: Windows ド メ イン ユーザーの設定

次の条件に該当する場合は、OVO 管理サーバーの管理者とオペレータの Windows
ユーザー アカウン ト を再作成します。

• 古い OVO 管理サーバーがローカル Windows ユーザーを使用していた、または

• 新しい OVO 管理サーバーが、 管理者とオペレータの Windows ユーザー アカ

ウン トの管理に別の Windows ド メ インを使用する

1 ド メ イン  コン ト ローラで、 Active Directory マネージャを起動し、 表示を 
[Active Directory ユーザーとコンピュータ ] に切り替えます。 

2 ユーザーの選択画面で [ 新しいユーザー ] を選択し、 OVO オペレータ用の

Windows ユーザー アカウン ト を作成します。
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3 次に、HP-OVE-OPERATORS グループのプロパティ設定画面で [ メンバ ] タブ

を選択し、 ユーザーを  HP-OVE-OPERATORS グループに追加します。 移行す

るすべての OVO 管理者とオペレータについて、 この手順を繰り返します。

タスク  2: 自動配布を抑制するレジスト リ  キーの設定

自動配布を抑制しない場合、 ポ リシー管理によって新しいノードへのポ リシーの
配布が試みられる可能性があ り ます。 新しい管理サーバーは、 まだこの新しい
ノードの管理を承認されていないため、 配布ジ ョブは失敗します。 自動配布を抑
制するには、 次のよ うに操作します。

• コマンド  プロンプ ト を表示し、次のコマンドを実行して OVO を停止します。
vpstat -3 -r STOP

• 並列移行ツールが格納されているディ レ ク ト リ に移動し、 バッチ ファ イル

ADEPOFF.bat を実行します。
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• コマンド  プロンプ トに戻り、 次のコマンドを実行して OVO を起動します。
vpstat -3 -r START

タスク  3: クラスタ化された管理サーバーへの設定データのアップロード

cscript をデフォルト  スクリプ ト  ホスト と して設定

デフォル ト のス ク リ プ ト  ホス ト を cscript.exe に設定します。 これによ り、

スク リプ トは、 進捗状況の表示にポップアップ メ ッセージ ボッ クス  ウ ィ ン ド ウ

ではなく、 コンソール出力を使用するよ うにな り ます。 スク リプ トは、 状態や進
捗に関する多数のメ ッセージを生成します。 これを、 ツール出力またはコンソー
ル メ ッセージの注釈と して表示できます。

コマンド  プロンプ トで cscript /h:cscript を実行して、cscript.exe を
サーバーのデフォルト  スク リプ ト  ホス トにします。  

移行ツール OVOW_upl_conf.vbs

OVOW_upl_conf.vbs ツールの前提条件のチェ ック  

このユーティ リ ティ を使用する前に、次の前提条件が満たされているこ とを確認
します。

• OVO データベースがリモート  データベースである場合は、 データベースへ

のアクセスに必要な sqldmo.dll が OVO サーバーにインス トールされて

いるかど うかを調べます。

— -sqldmo オプシ ョ ンを指定して、 OVOW_upl_conf を呼び出します。 

— SQL-DMO がインス トールされている場合は、 そのまま操作を続けます。

— SQL-DMO がインス トールされていない場合は、次のよ うに操作します。

– binn サブディ レク ト リに移動します。

– regsvr32 を使用して、用意されている  sqldmo.dll を登録します。

regsvr32 sqldmo.dll のよう に呼び出します。 

– 次に、 OVOW_upl_conf -sqldmo を再実行し、 SQL-DMO が使用

可能になったこ とを確認します。

• このユーティ リ ティ を実行するユーザーは、 OVOPS SQL Server インスタン

スの管理者グループのメンバーである必要があ り ます。
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OVOW_upl_conf.vbs の使用

1 事前にダウンロード した設定データを、 アクティブ ク ラスタ  ノード  ( たと

えば、 c:\temp\ConfigDir ディ レク ト リ ) にコピーします。 ディ レク ト

リ  パスにはスペース  ( 空白 ) 文字は使用できません。

2 OVOW_upl_conf.vbs を使用して、 設定データをアップロード します。
OVOW_upl_conf.vbs c:\temp\OVOWConfigDir

表 11 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ < インポート  ディ レク ト リ >

コ メン ト 管理サーバーの設定データを格納するディ レク ト リ を
指定します

オプシ ョ ン []

コ メン ト • オプシ ョ ンが指定されていない場合、 すべての設
定データがアップロード されます

• OVO の単一システムから ク ラスタへの移行は、 通

常はこの方法で行われます

オプシ ョ ン [-c]

コ メン ト モデル設定のインポート

オプシ ョ ン [-p]

コ メン ト ポ リ シーとポ リ シー グループのインポート

オプシ ョ ン [-a]

コ メン ト ポ リ シー割り当てのインポート

オプシ ョ ン [-r]

コ メン ト レジス ト リ  キーのインポート

オプシ ョ ン [-f]

コ メン ト ファ イルシステム設定データのインポート

オプシ ョ ン [-m]
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タスク  4: OVO ユーザー ロールのアップロード

前にダウンロード した <user-roles.xml> XML フ ァ イルを新しい OVO 管理
サーバーにコピーし、 次のコマン ド を使用して OVO ユーザー ロールをアップ
ロード します。

ovpmutil CFG USR UPL <user-roles.xml>

OVO ユーザー ロールに対する  Windows ユーザーの割り当ては、 当該ユーザーが
新しい OVO 管理サーバーにおいて既知かど うかに関係な く、 新しい OVO 管理
サーバーに移行されます。 ユーザーが未知の場合、 OVO ユーザー ロール エディ
タの [ ユーザー ] タブの [ ユーザー名 ] プロパティには [Unknown Account] と表示
されます。 これらの不明なユーザーは、削除のうえ、代わりのユーザー アカウン
トに置き換える必要があ り ます。

不明なユーザーを置き換えるには、 新しい OVO 管理サーバーでコンソールを開
いてユーザー ロール エディ タを起動します。それぞれのユーザー ロールごとに、
ユーザー ロールを選択して [ プロパティ ] をク リ ッ ク し、 [ ユーザー ロール プロ
パテ ィ ] ダイアログを開き ます。 不明なユーザー アカウン ト がないかど う か
チェッ ク し、 見つかった場合には適宜変更します。

タスク  5: Reporter 設定データのアップロード

OVO 7.5 システムへのパッケージ、 レポー ト、 データベースのインポート には、

OVR_upl_conf_db.vbs スク リプ ト を使用します。 このスク リプ ト を呼び出す

前に、 OVR_dnl_conf_db.vbs を使用してエクスポート したファ イルを、 OVO
7.5 システムにコピーしておきます。 ダウンロード  データを格納したフォルダの

場所は、 パラ メータ と してスク リプ トに渡されます。

コ メン ト メ ッセージのインポート

オプシ ョ ン [-sqldmo]

コ メン ト SQL Server データベースへのアクセスに必要な 
SQL-DMO DLL がローカル マシンにインス トールされ

ているかど うかを調べます

表 11 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ < インポート  ディ レク ト リ >

このセクシ ョ ンは、完全バージ ョ ンの Reporter だけでなく、Reporter Light にも該

当します。
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このスク リプ トは、 自動的に次の処理を行います。

• Reporter データベースを  7.5 システムにインポート します。 このと き、 7.5 シ
ステムに存在する古いデータベースは削除されます。 

• 7.5 システムに .srp ファ イルをコピーします。 既存の .srp ファ イルの
上書きも選択できます。

• 7.5 システムにレポート をコピーします。 既存のレポート  テンプレートの上
書きも選択できます。 

• newdb を実行して、 移行後のデータベースを 3.6 互換にします。 OVO とデー
タベースを別のマシンで実行する場合は、 データベースが稼動しているマシ
ンに newdb.exe が存在しないため、アップロード時に newdb を起動でき
ません。

重要な注記

1 OVO 7.5 は Crystal 10 レポート  テンプレート を使用し、 OVO 7.21 は Crystal 
8.5 レポート  テンプレート を使用します。 バージ ョ ン  8.5 などの古い Crystal 
を使用して作成したテンプレートには、 下位互換性の問題があ り ます。 古い
テンプレートが存在する場合、 アップロード時にテンプレート を上書きする
かど うかが確認されます。 

a すべてのテンプレート を上書きする場合は、 [ すべて ] を選択します。 

b 現在のテンプレート を上書きする場合は、 [ はい ] を選択します。 

c 現在のテンプレート を上書きしない場合は、 [ いいえ ] を選択します。

2 このスク リプ トは、 データベースへの接続に Windows 認証を使用します。 ロ
グインしたユーザーがデータベースへのアクセス権を持っていない場合、 ス
ク リプ トの実行は失敗します。

3 OVR_upl_conf_db.vbs -d を呼び出して Reporter データベースをアップ
ロードする前に、Reporter サービス と  OVO サービスを停止する必要があ り ま
す。 ク ラスタ  アド ミ ニス ト レータを起動して、 OVO グループをオフラ イン
にして ください。 

4 Reporter データベースのインポート中は、Reporter データベースへのアクティ
ブな接続は存在できません。接続が存在する場合、 インポートは失敗します。
データベースのインポート前に、 Reporter データベースにアクセスするすべ
てのプロセスを中止または終了してください。

いかなる場合も、 7.5 のレポート  テンプレート を 7.21 のテンプレート
で上書きしないでください。 7.5 に存在しないカスタム テンプレート
だけを上書きします。 これらのカスタム  テンプレート を CR 10 互換に
するには、 修正が必要です。 CR 10 の問題については、 リ リース  ノー
ト を参照して ください。
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5 OVOW DB ユーザー パスワードは、 ovrpwdencrypt.exe ツール 
(%OvInstallDir%\bin\ovrpwdencrypt.exe) を使用して変更できます。
新しい Reporter データベース内のパスワードが、 古い Reporter データベース
内のパスワード と一致しない場合は、 パスワードの変更が必要です。 

6 ク ラスタ  アド ミニス ト レータを起動して、 OVO グループをオンラインに戻
します。

移行ツール OVR_upl_conf_db.vbs

このツールは、 事前に設定ディ レク ト リに保存した Reporter 設定データをアップ
ロード します。また、OVR_dnl_conf_db.vbs を使用して保存した Reporter デー
タベースを復元します。

 

表 12 ツールのオプシ ョ ンとパラ メータの説明

パラメータ "< インポート  ディ レク ト リ >"

コ メン ト OVO Reporter の設定データを格納するディ レク ト リ を

指定します。 ディ レク ト リ名は、 二重引用符で囲む必
要があ り ます。

オプシ ョ ン [-p]

コ メン ト パッケージとレポート  テンプレートのインポート

オプシ ョ ン [-d]

コ メン ト レポート  データベースのインポート。 このオプシ ョ ン
は、 Reporter データベースが稼動するマシンでツール
を実行する場合にのみ使用できます。OVO がリモート  
データベース  サーバーを使用している場合、 または 
OVO と  OVO Reporter データベースが物理的に異なる
ノードで稼動している可能性がある、 ク ラスタ環境で 
OVO が実行されている場合は注意が必要です。

このオプシ ョ ンを指定して OVR_upl_conf_db.vbs 
を呼び出す場合は、 事前に Reporter サービスを停止す
る必要があ り ます。

オプシ ョ ン [-v]

コ メン ト 詳細モード
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• OVO サーバーと  Reporter データベースが同一システムで稼動する場合は、

ユーティ リ テ ィ を次のよ うに実行します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -p -d"

• OVO がリモート  データベースまたはク ラスタ環境にインス トールされてい

る場合や、 OVO と  OVO データベースが現在別のノードで稼動している場合

など、OVO サーバーと  Reporter データベースが異なるシステムで稼動する場

合は、 OVR_upl_conf_db.vbs を  2 回呼び出す必要があ り ます。

— まず、OVO サーバーで実行し、Reporter 設定データをインポート します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -p"

— 次に、 Reporter データベースが稼動するサーバーで実行し、 Reporter デー

タベースをインポート します。
"OVR_upl_conf_db.vbs "c:\OVOReporterConfig" -d"

OpenView データベース  ユーザーのパスワード が求められる場合があり ます。

このパスワード は、 デフォルト では「 openview」 です。 OVO サーバーに戻

り 、 <%OVInstallDir%>\bin\newdb.exe ツールを実行してく ださい。

タスク  6: 古い管理サーバー ノードの削除

古い管理サーバー ノードは、 移行ユーティ リ テ ィによって新しい OVO 7.5 サー

バーのノード  グループに移行されました。[ ノード ] ビューから古い管理サーバー

ノードを削除します。

タスク  7: エージェン トの切り替え

次に、 管理ノードのエージェン トが古い OVO 管理サーバーではな く、 新しいク

ラ ス タ管理サーバーを使用する よ う に設定する必要があ り ます。 opcragt
-primmgr -all のよ うに、 コマンド ラ イン  ツール opcragt を呼び出します。

コマンドが正し く完了すれば、 すべての管理ノードがク ラスタ化された OVO 管
理サーバーに対してレポート を行う よ うにな り ます。
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タスク  8: 自動配布の有効化

自動配布を有効化するには、 次のよ うに操作します。

• コマンド  プロンプ ト を表示し、次のコマンドを実行して OVO を停止します。
vpstat -3 -r STOP

• 並列移行ツールが格納されているディ レ ク ト リ に移動し、 バッチ ファ イル

ADEPON.bat を実行します。

• コマンド  プロンプ トに戻り、 次のコマンドを実行して OVO を起動します。
vpstat -3 -r START

タスク  9: 新しい管理サーバー ノードへのポリシーの再配布

古い管理サーバーのすべてのポ リシー割り当ては、 移行ユーティ リ ティによって
新しい管理サーバー ノードに移行されます。 これは、管理サーバーの個々のポ リ

シー割り当てを維持するために必要です。

しかし、移行ツールはポ リ シー割り当てを OVO データベースに移行するだけで、

それを管理サーバーに配布しないため、 新しい管理サーバー ノードで [ すべての

ポリシーとパッケージの再配布 ] を実行する必要があ り ます。

[ すべてのポ リシーとパッケージの再配布 ] は、 管理サーバー自体に対してのみ

実行します。
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タスク  10: OVO SPI のインストール

次に、 コア SPI と、 古い OVO サーバーにインス トールされていた、 その他すべ

ての SPI をインス トールします。

1 SPI CD 2005.1 を開き、 setup.bat を実行します。 

2 インス トーラ  ウ ィ ンド ウの製品選択パネルが表示されるので、 [CORE SPIs]
を選択します。 

3 新しい OVO 7.5 サーバーへのインス トールが必要な、その他の SPI について、

記録しておいた設定情報を確認します (42 ページを参照 )。
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コア SPI およびその他の製品の統合
コア SPI の移行

OVO 7.5 へのアップグレード を始める前に、 インス ト ールしている  SPI (Smart
Plug-in) に関する ドキュ メン ト を読み、その指示に従ってください。次に示すアッ

プグレードおよび移行の手順は、 置換、 並列のどちらの移行にも適用されます。

Windows OS SPI

Windows OS SPI のオンライン ヘルプには、この SPI に付属するすべての新しいポ

リ シー、 ツール、 レポートに関する説明が含まれています。 Windows OS SPI のリ

リース  ノートには、OVO 7.5 でリ リースされた新規ポ リシーと  SPI のバージ ョ ン、

変更されたポ リ シー、 削除されたポ リシーが記載されています。
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次の表は、 OVOW 7.5/2005.1W SPI CD に収録されている  WinOSSPI バージ ョ ン

B.08.75 へのアップグレードおよび移行が可能なバージ ョ ンを示しています。  
 

Windows OS SPI によって検出される  Active Directory サービス  インスタンスは、

並列移行時または置換ア ップグレード時に管理サーバーから削除されます。
Windows OS SPI のインス トール プロセスでは、 新規バージ ョ ンのサービス検出

ポ リ シー、 および Microsoft Windows イ ン ス ト ル メ ンテーシ ョ ンがすべての

Windows ノードに自動的に配布されます。 Windows ド メ イン コン ト ローラ  ノー

ドでサービス検出が実行される と、 新しい Active Directory サービス  モデルに基

づいて、 新しいインスタンスが作成されます。

移行後のすべての  Windows ノ ード には、次の項目が配布さ れている必要があり

ます。

• Microsoft Windows インス トルメンテーシ ョ ン

• Microsoft Windows/Auto-Discovery/Auto-Deploy ポ リシー グループ

Windows OS SPI のアップグレード と移行に関する追加情報については、 Windows
OS SPI のリ リース  ノート  (WindowsOS ReleaseNotes.html) を参照して ください。

表 13 WinOSSPI B.08.75 へのアップグレードおよび移行が可能な
バージ ョ ン

出荷媒体 バージ ョ ン SPI バージ ョ ン

OVO B.07.20 Windows SPI B.08.20

OVO B.07.21 Windows SPI B.08.20

SPICD 2004.1W Windows SPI B.08.30

SPICD 2004.2W Windows SPI B.08.33
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UNIX OS SPI

次の表は、OVOW 7.5/2005.1W SPI CD に収録されている  UNIX OS SPI バージ ョ ン

B.03.15 へのアップグレードおよび移行が可能なバージ ョ ンを示しています。

UNIX OS SPI によって検出されるサービス  インスタンスは、並列移行時または置

換アップグレード時に管理サーバーから削除されます。 UNIX OS SPI のインス

トール プロセスでは、新規バージ ョ ンのサービス検出ポ リシー、および UNIX OS
SPI のインス トルメンテーシ ョ ンがすべての UNIX および Linux ノードに自動的

に配布されます。 UNIX および Linux ノードでサービス検出が実行される と、 新

しい UNIX OS SPI サービス  モデルに基づいて、 新しいインスタンスが作成され

ます。

移行後のすべての UNIX および Linux ノードには、 次の項目が配布されている必

要があ り ます。

• UNIX OS SPI のインス トルメンテーシ ョ ン

• SPI for UNIX OS/Auto-Discovery/OS SPI Discovery ポ リ シー グループ

UNIX OS SPI のアップグレード と移行に関する追加情報については、 UNIX OS
SPI のリ リース  ノート  (UnixOS ReleaseNotes.html) を参照して ください。

表 14 UNIX OS SPI B.03.15 へのアップグレードおよび移行が可能な
バージ ョ ン

出荷媒体 バージ ョ ン SPI バージ ョ ン

OVO B.07.20 UNIX OS SPI B.02.01

OVO B.07.21 UNIX OS SPI B.02.01

SPICD 2004.1W UNIX OS SPI B.02.53

SPICD 2004.2W UNIX OS SPI B.02.53

パッチ OVOW_00133 UNIX OS SPI B.02.53
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Web サーバー SPI

Web サーバー SPI (WSSPI) の置換アップグレード と並列移行は、 次のバージ ョ ン

でのみサポート されます。

Web サーバー SPI は、 自動配布をサポート していません。 アップグレードが完了

したら、 次の項目をすべての管理ノードに配布する必要があ り ます。

• WSSPI、 Monitors、 Commands 内のインス トルメンテーシ ョ ン  ファ イル

• SPI for Web Servers ポ リ シー グループ

WSSPI のアップグレードに関する追加情報については、 Web サーバー SPI の リ

リース  ノート  (WebServer ReleaseNotes.html) を参照して ください。

次のアップグレードおよび移行は、 直接実行するこ とはできません。 

• WinOSSPI バージ ョ ン B.07.00 (OVOW B.07.10 と と もに出荷 ) から現行バー

ジ ョ ンの B.08.75 (OVOW 7.5 と と もに出荷 )

• UNIX OS SPI バージ ョ ン B.01.50 (OVOW B.07.00 と と もに出荷 ) および

B.01.53 (OVOW B.07.10 と と も に出荷 ) か ら現行バージ ョ ンの B.03.15
(OVOW 7.5 と と もに出荷 )

アップグレードまたは移行を開始する前に、上記バージ ョ ンの SPI をアンインス

トールするか、現行バージ ョ ンへのアップグレードが可能なバージ ョ ンに SPI を
アップグレードする必要があ り ます。

表 15 サポート されるバージ ョ ン

出荷媒体

OVOW の
バージ ョ ン

WSSPI の
バージ ョ ン

OVOW B.07.20 B.03.71

SPI CD B.07.20 B.04.01

コア以外の SPI のアップグレードの詳細については、各 SPI のアップグレード  ガ
イ ドを参照して ください。
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Reporter の統合

Reporter 3.6 ( ク ラスタ ) と  OVO 7.5 ( ク ラスタ ) は、 同一ク ラスタに存在できま

す。同一ク ラスタにインス トールする場合は、両者を同じク ラスタ  グループにイ

ンス トールする必要があ り ます。ク ラスタでは、Reporter よ り先に OVO をインス

トールする必要があ り ます。 Reporter を先にインス トールした場合、 OVO のイン

ス トールは失敗します。

    

Reporter のアップグレードの詳細については、 Reporter のリ リース  ノー ト を参照

して ください。

  

OVO 7.5 と  Reporter 3.5 の組み合わせはサポート されません。

アクティブでないク ラスタ  ノードでは、Reporter を使用してレポート を作成する

こ とはできません。

Crystal 10 には、 それよ り前のバージ ョ ンの Crystal との間に下位互換性の問題が

あ り ます。 具体的な問題点と、 その解決方法については、 Reporter の リ リース

ノート  (既存の Crystal 8.5 テンプレートに関する問題点と対応方法 )、および OVO
の Readme ( 既存の Crystal 8.5 テンプレートに関する問題点と対応方法 ) を参照し

て ください。
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NDAOM のアップグレード

従来のバージ ョ ンから  NDAOM B.02.00 にアップグレードする と きは、 初に従

来のバージ ョ ンをアンインス トールする必要があ り ます。 NDAOM の現行バー

ジ ョ ンをインス トールする前に、 次の操作を行ってください。

1 次のいずれかの方法で、 管理ノ ード から  NDAOM をアンインスト ールします。

• 管理サーバーで、NDAOM-Admin ツール グループにある  NDAOM 削除サ

ブエージェン ト  (Windows) またはツール (UNIX) を使用します

• コマンド ラ インで call ovnwlinkmon -remove_sa を実行します

• 管理ノードのコマンド ラ インから remove_nwagt スク リプ ト を直接呼

び出します

2 [ プログラムの追加と削除 ] を使用して、 次の操作を行います 

a 管理サーバーから、 Problem Diagnosis の NDAOM/ スタンドアロン バー

ジ ョ ンをアンインス トールします。

b 管理サーバー、 または HP OpenView Reporter システムから  NDAOM
Reporter パッケージをアンインス トールします。 NDAOM の新しいバー

ジ ョ ンは、 HP OpenView Reporter との統合を提供しません。 

3 NDAOM のインス トールと設定の手順については、 OVO のオンライン  ヘル

プで 「Network Diagnosis Add-On Module」 の 「Installing NDAOM on managed
notes」 を参照して ください。

NDAOM をアンインス トールしたら、 本書で説明するアップグレード

と移行の手順に従って、 OVO を現行バージ ョ ンの 7.5 にアップグレー

ドまたは移行します。 移行が完了したら、 NDAOM の新規バージ ョ ン

をインス トールします。

NDAOM を イ ン ス ト ールする前に、 使用する  NNM 7.5 サーバー

(HP-UX、Solaris、または Windows) に次の NNM パッチをインス トール

する必要があ り ます。 

• PHSS_33134 - HP-UX
• PSOV_03394 - Solaris
• NNM_01086  - Windows
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4 NDAOM をインス トールする前に、 新の更新について OVO スタート アッ

プ CD の \Documentation\Releasenotes ディ レク ト リにある  NDAOM
のリ リース  ノート  (NDAOM_ReleaseNotes.html) を参照して ください。 

NNMA

製品の説明、およびインス トールの要件と手順については、オンライン  ヘルプで

次の項目を参照して ください。

• 「NNM Adapter」 の 「HP OpenView NNM Adapter for OVO for Windows」

• 「NNM Adapter」 → 「NNM Adapter のインス トール」 の 「HP Overview NNM
Adapter のインス トールの概要と要件」

SAP 用の SPI

OVO 管理サーバーのバージ ョ ン 7.5 への置換アップグレードは、 SAP 用にイン

ス トールされている  SPI 「SAP R/3 Login information' ConfigFile 
policy 'global_r3itosap」 に影響します。 このポ リシーの配布は常に失敗

します。 

このため、 SAP の監視設定を変更した り、 SAP 用 SPI が監視する追加 SAP イン

スタンスを設定するこ とができません。 ポ リ シーの再配布、 またはエージェン ト

パッケージの再インス トールを試みる と、 SAP の監視機能が失われます。

この影響は、 アップグレード した OVO 7.5 管理サーバーと、 バージ ョ ン  B.08.70 
( または、 それよ り さ らに古い B.08.11) の古い SAP 用 SPI の組み合わせでのみ発

生します。 

• SAP 用の SPI を使用していない場合は、 影響はあ り ません。 

• 管理サーバーのアップグレード時に SAP 用の SPI をバージ ョ ン  B.09.01 に
アップグレードすれば、この影響を回避できます ( この対応をお勧めします )。

詳細については、 SPI-CD1 に収録されている  SAP 用 SPI の リ リ ース  ノ ー ト

(\Documentation\Releasenotes\SAP_ReleaseNotes.html) を参照し て

ください。
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OVO 7.0 からのアップグレード
アップグレード  プロセス

OVO 7.0 から  OVO 7.5 にアップグレードするには、 まず、 OVO 7.21 にアップグ
レード し、 それから  OVO 7.5 へのアップグレード を行います。 次に、 7.21 への
アップグレード手順を示します。

タスク  1: データのバックアップ

後で必要になった場合に復元できるよ うに、 使用しているシステムのデータを
バッ クアップして ください。 OVO 7.5 スタート アップ CD の 
\Documentation\White Papers ディ レク ト リ内の Backup/Restore.pdf 
ファ イルを参照して ください。

タスク  2: ハードウェアとソフ トウェアの要件のチェ ック

OVO 7.5 の管理サーバーと コンソールに関するハード ウェアと ソフ ト ウェアの要
件については、 『HP OpenView Operations for Windows インス ト ール ガイ ド  バー
ジ ョ ン 7.5』 を参照して ください。 

OVO for Windows 7.21 ソフ ト ウェアは、 サポート契約を交わしている場合は、 サ

ポート  Web サイ トからダウンロードできます。 サポート契約を交わしていない

場合でも、サポートが終了する  2006 年初頭までであれば、HP から購入できます。

入手不可能になってしまっている場合は、 HP のサポート までご連絡ください。
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タスク  3: Network Node Manager アダプタの削除

NNM (Network Node Manager) サーバーに配布された NNM アダプタのコンポーネ

ン トは、OVO 管理サーバーをアップグレードする前に配布解除 ( アンインス トー

ル ) する必要があ り ます。

OVO 管理サーバーと、 NNM サーバー上の OVO エージェン ト をアップグレード

し た後で、 NNM アダプタ  コ ンポーネン ト を再イ ン ス ト ールし ます。 『HP
OpenView Operations/Performance for Windows イ ン ス ト ール ガイ ド  バージ ョ ン

7.21』 の第 5 章を参照してください。 

タスク  4: SPI の準備

SPI (Smart Plug-in) の設定データの保存方法、 SPI のアップグレード方法について

は、OVO 7.21 の CD 1 の \Documentation ディ レク ト リにある、SPI のドキュ

メン ト を参照して ください。 各 SPI でアップグレード方法が異なり ます。

次のリ ス トは、 各 SPI と、 それに対応する ドキュ メン ト を示しています。  

タスク  5: 管理ノードからの旧エージェン トの削除

TRU64 または Linux を使用している場合

名前
アップグレード方法を説明する

ドキュ メン ト

SPI for Windows Operating System SPI_WinosReadMe.txt

SPI for UNIX Operating System osspi_windows.pdf

SPI for Web Servers SPI_webserversReadMe.txt

SPI for Microsoft Active Directory Server ADSPI_Config.pdf、 第 2 章

SPI for Microsoft Exchange Server SPI_ExchangeReadMe.txt

SPI for Microsoft Enterprise Servers SPI_EnterpriseServersReadMe.txt

SPI for SAP SAPSPIConfig.pdf

SPI for BEA WebLogic Server wlsspi_config.pdf

SPI for IBM WebSphere wbsspi_config.pdf

SPI for Databases DBSPIconfig.pdf、 第 2 章

Network Diagnosis Add-on Module NDAOM_OnlineHelp.pdf
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• 新しいエージェント をインスト ールする前に、管理ノ ード から旧エージェント
がアンインスト ールされているこ と を確認してく ださい。 TRU64 ノ ード では、
旧エージェント をアンインスト ールした後に、 管理ノ ード に /usr/opt/OV
およ び var/opt/OV ディ レク ト リ がないこ と を確認し てく ださ い。 新し い
エージェント をインスト ールする前にこの 2 つのディ レク ト リ を削除します。

HP-UX、 Solaris、 または AIX を使用している場合

• opc_inst スク リプ ト を使用してインス トールを開始する前に、
opcagt -kill コマンドを実行してエージェン ト を停止して ください。

タスク  6: レポート  データベースのバックアップ

万一の場合に備えて、 アップグレードする前にレポート  データベースをバッ ク
アップして ください。 HP OpenView Reporter 製品を購入した場合、 『Reporter コン
セプ ト  ガイ ド』 の 「拡張ト ピッ ク」 にある、 データベースのバッ クアップに関す
る指示に従ってください。 Reporter 製品をインス トールしていない場合は、 OVO
オンラ イン ヘルプ項目の 「環境の管理」 → 「データベースの保守」 → 「データ
ベースのバッ クアップ」の 「レポート  コンポーネン ト  データベースのバッ クアッ
プと復元」 に記載されている指示に従ってください。

リモート  コンソールを含む、開いているすべての OVO 7.0 コンソールを終了して
ください。

すべての MMC プロセスが稼動していないこ とを確認します。 ovpmad が稼動し
ている場合は終了します。   

タスク  7: OVO 7.0 のアンインス トール

1 OVO 7.21 へのアップグレードの準備と して、 OVO 7.0 をアンインス トール
する前に、 管理サーバーに OVOW_00003 パッチをインス トールします。
パッチに付属するインス トール手順に従います。

パッチの入手方法は次のとおりです。

— http://support.openview.hp.com/patches/patch_index.jsp に
アクセスします。 

— [browse by product version] の [please select a product] ド ロ ップダ
ウン ボッ クスで製品を検索し、 [openview for Windows] を選択します。

OVO for Windows で使用する  MSDE データベースを  SQL Server 2000 のいずれか

のエディ ショ ンにアッ プグレード した場合、OVOPS データベースのインスタンス

を保持して  OVO 7.21 へのアッ プグレード に使用するには、 ユーティ リ ティ  プロ

グラム  ( 製品メ ディ アに収録 ) を使用して  OVO 7.0 のアンインスト ール ロジッ ク

を置き換える必要があり ます。 製品 CD 1 の \Documentation\Whitepapers
ディ レク ト リ にある  UninstallPatchREADME.txt ファ イ ルに記載さ れてい

る手順に従ってく ださい。
95



OVO 7.0 からのアップグレード
— [release a.07.00] の下の、 [NT 4.X/Windows 2000] をク リ ッ ク します。

— 下にスク ロールして OVOW_00003 を探し、 [download patch now 
(1690K)] をク リ ッ ク します。

2 一時フォルダから、たとえば、次のよ うにコマンドを実行して、サービス  マッ
プをダウンロード します。
C:\TEMP):ovpmutil cfg svc dnl <filename>
この <filename> は、 サービス  マップのダウンロード先となるファ イルの
名前です。

OVO 7.0 のアンインス トール前にサービス  マップをダウンロード しない場
合、 SPI サービス  タイプに基づいて、 すべてのサービスの再検出が必要にな
り ます。 また、 SPI サービス  タイプに基づくカスタム  ( ユーザー作成の ) 
サービスは削除されます。

3 リモート  コンソールを含む、開いているすべての OVO 7.0 コンソールを終了
します。

4 OVO サーバーで、 [ スタート ] → [ 設定 ] → [ コン ト ロール パネル ] → [ プロ
グラムの追加と削除 ] を選択し ます。 [HP OpenView operations/
performance for Windows] を選択します。[ 変更 ] を選択します。[ 削除 ] を
選択して、 すべてのソフ ト ウェアをアンインス トールします。

これによ り、 サーバーから  OVO 7.0 とすべての SPI がアンインス トールされ
ます。

タスク  8: OVO 7.21 ソフ トウェアのインス トール

1 『HP OpenView Operations/Performance for Windows インス トール ガイ ド  バー
ジ ョ ン 7.21』 に記載されている手順を参照し、 OVO 7.21 メディアを使用し
て、 サーバーにソフ ト ウェアをインス トールします ( アップグレードの準備
と して、 OVO 7.0 がアンインス トールされたかど うかが確認されます )。

インス トール中に、 インス トール ディ レク ト リ とデータ  ディ レク ト リの入
力を求められた場合、 OVO 7.0 で使用していたパス名を使用します。 セキュ
リ ティ設定ダイアログでは、 HP-OVE-User アカウン ト と  HP-OVE-GROUP ア
カウン トに同じ値を使用します。

2 コンソールの [ スタート ] メニューから  NNM Adapter 7.21 を再インス トール
します。 『HP OpenView Operations/Performance for Windows インス トール ガイ
ド  バージ ョ ン  7.21』 の第 5 章を参照してください。

3 OVO 7.21 インス トール メディアから、現在使用している  SPI と同じ  SPI を再
インス トールします。 個々の SPI に関する詳細なアップグレード情報につい
ては、 それぞれのマニュアルを参照して ください。

サービス  マップをアップロードする前に、 OVO 7.0 で使用しているものと同
じ  SPI を再インス トールする必要があ り ます。 再インス トールしない場合、
アップグレード前と同じサービスがサービス  マップに含まれません。
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4 OVO 管理者と して OVO コンソールを起動します。 左ペイン  ( ツ リー ) で管
理サーバー ノードを右ク リ ッ ク し、[ すべてのタスク ] → [ すべてのポリシー
とパッケージの再配布 ] を選択して、 サーバーにエージェン トのすべてのポ
リ シーを再インス トールします。

5 OVO 7.21 と  SPI をインス トールしたら、事前にダウンロード しておいたサー
ビス  マップをアップロード します。 一時フォルダから、 たとえば、 次のよ う
にコマンドを実行します。
C:\TEMP):ovpmutil cfg svc upl <filename>
この <filename> は、 アップグレード前にサービス  マップのダウンロード
に使用したファ イルの名前です。

Linux システムでは、 古いエージェン ト をアンインス トールしてから新しい
エージェン ト をインス トールします。

タスク  9: すべてのリモート  コンソールのアップグレード

すべてのリモート  コンソールから  OVO 7.10 ソフ ト ウェアをアンインス トールし
ます。 

1 [ スタート ] → [ 設定 ] → [ コン ト ロール パネル ] → [ プログラムの追加と削
除 ] を選択します。 

2 [HP OpenView operations performance for Windows] を選択します。 

3 [ 削除 ] を選択して、 ソフ ト ウェアをアンインス トールします。

『HP OpenView Operations for Windows インス トール ガイ ド  バージ ョ ン  7.21』 を参
照し、 OVO 7.21 メディアの使用手順に従って、 すべての リモート  コンソールに
ソフ ト ウェアをインス トールします。

タスク  10:Windows 管理ノードのエージェン トのアップグレード

Prepare Windows Agent Upgrade ツールの実行

このツールは、 古いエージェン ト を削除せずに、 新しいエージェン ト を上書きイ
ンス トールして、 システムを変更します。 システム上の既存の設定データ  ( ポ リ
シー )、 インス トルメンテーシ ョ ン、 パフォーマンス  データは維持されます。 各
管理ノードで、 このツールを  1 回実行する必要があ り ます。

コンソールからのエージェン トのアップグレード

エージェン ト  パッケージのみをアップグレードする方法は次のとおりです。

1 コンソール ツ リーで、 配布パッケージのアイコンをク リ ッ ク します。

2 エージ ェ ン ト を イ ン ス ト ールす る ノ ー ド ま たは ノ ー ド グループに、
OpenView Operations Agent 配布パッケージをド ラ ッグします。
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エージェン ト  パッケージをアップグレード し、ポ リ シーを再配布する方法は次の
とおりです。

1 再配布する ノードを右ク リ ッ ク します。

2 [ すべてのタスク ] → [ すべてのポリシーとパッケージの再配布 ] を選択し
ます。

このコマンドは、 選択した管理ノードにインス トールされているパッケージ 
( エージェン ト ) とポ リ シーを調べるため、 インベン ト リ を照会し、その後、 新
バージ ョ ンのエージェン ト とポ リ シーを再配布します。

手動によるエージェン トのアップグレード

OpenView Operations パッケージは、 CD 3 の Windows フォルダに収録されていま
す。 管理サーバーをインス トールする と、 <%OVInstallDir%>\packages\
Windows\Windows_manual ディ レク ト リにパッケージが保存されます。

次の操作を行います。

1 OVO Agents CD から、 Windows\setup.exe を実行します。

2 [ インストール先のフォルダ ] 画面で、デフォルトのインス トール先フォルダ
を使用するか、 エージェン トのインス トール先フォルダを選択します。 選択
したインス トール先は、 今後、 他の OpenView 製品のデフォルト  フォルダと
な り ます。 一度設定する と、 使用しているすべての OpenView 製品をアンイ
ンス トールしない限り、 変更するこ とはできません。 この OpenView 製品に
は、 エージェン ト も含まれます。

デフォルトのインス トール先フォルダは、 次のとおりです。

<ProgramFilesFolder>\HP OpenView\
および
<ProgramFilesFolder>\HP OpenView\Data

この <ProgramFilesFolder> は、 インス トール先マシンの、 プログラム  
ファ イルのデフォルトの親フォルダです。

3 [ エージェン トの設定 ] 画面で、 エージェン トの管理サーバーのホス ト名と、
エージェン ト  サービスが使用するアカウン ト名を設定します。

[ 管理サーバー ホスト ] テキス ト  ボッ クスに、 このノードを管理する管理
サーバーの完全修飾名 ( たとえば、 potato.veg.com) を入力します。

[ エージェン ト  サービスの実行 ] ラジオ グループで、 [HP ITO Account] ま
たは [LocalSystem] を選択します。

旧バージ ョ ンでは、 ノードに 2 つのローカル ユーザー アカウン ト  (HP ITO 
Account および opc_op アカウン ト ) が作成され、 ランダムなパスワードが生
成されました。 OVO 7.21 では、 HP ITO Account と  opc_op アカウン トはノー
ドに作成されません。 その代わりに LocalSystem アカウン トがデフォルトで
使用されます。
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旧バージ ョ ンで使用していた HP ITO Account をアップグレードする場合は、
このアカウン ト を旧バージ ョ ンと同じ状態で使用できます。 アップグレード
後も、 ノード上のユーザーはそのまま維持されます。 HP ITO Account と  
LocalSystem アカウン トの詳細は、 『HP OpenView Operations/Performance for 
Windows インス トール ガイ ド  バージ ョ ン 7.21』 を参照して ください。

エージェン トのインス トール後、 Modify モードを呼び出して、 管理サー
バー ホス ト名やエージェン ト  サービス  アカウン ト を変更できます。

4 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 インス トールが開始されます。

5 インス トール ログ ファ イルを開き、 インス トール完了時の状態を確認しま
す。ログ ファ イルは、<TempFolder> に保存されます。この <TempFolder>
は、 インス トールを行ったマシンの 「temp」 フォルダを示します。 通常は、
C:\Documents and Settings\<user name>\Local Settings\Temp
です。

ログ ファ イルは、 次のファイル名ルールに従って、 インス トールのたびに
作成されます。

AgentInstallResults.txt - 新規、 変更、 修復インス トール
AgentUnInstallResults.txt - アンインス トール
AgentUpgradeResults.txt - アップグレード  インス トール

新しいログ ファ イルの作成前に、 ファ イル名に番号を追加して、 従来のロ
グ ファ イルが保存されます。

6 管理サーバーのコンソール ツ リーで、 ノードを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタ
スク ] → [ パッケージの同期 ] を選択します。 これによ り、 エージェン トの
バージ ョ ンを反映して、 パッケージ インベン ト リが更新されます。

タスク  11: UNIX 管理ノードのエージェン トのアップグレード

OVO for Windows 7.21 では、 UNIX エージェン トのインス トールとアップグレー

ドは手動で行います。 必要な手順は、 エージェン ト  パッケージのテキス ト  ファ

イルに記載されています。 次のディ レク ト リ を参照して ください。
<installation directory>/packages/<supported operating 
system>/<supported version ( 各バージ ョ ンでパッケージが異なる場合 )>
アップグレード時に、 ノードに対応するパッケージのテキス ト  ファ イルをコ

ピーし、 参照できます。

OpenView Operations パッケージは、 CD 3 の <supported operating 
system>/<supported version> フォルダに格納されています。 管理サー

バーをインス トールする と、 パッケージは次のディ レク ト リに保存されます。
<InstallDir>\packages\<supported operating system>\
<supported version>
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次の操作を行います。

1 適切な管理者権限を持つユーザーと してログインしているこ と を確認します。

2 管理サーバーが、 すべてのハード ウェア要件およびソフ ト ウェア要件を満た
しているこ とを確認します。 満たしていない場合は、 適合するよ うにノード
を更新します。 すべてのノードに関する要件は、 『HP OpenView Operations/
Performance for Windows インス トール ガイ ド  バージ ョ ン  7.21』 に記載されて

います。

3 OpenView Operations 管理サーバーのフ ァ イル opc_pkg.Z、 comm_pkg.Z、
perf_pkg.Z、 svcdisc_pkg.Z、 opc_inst を、 管理するコンピュータの

/tmp デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 これらのフ ァ イルは、 CD 3 の

<supported operating system>/<supported version>/ ディ レ ク

ト リ 、または、管理サーバーの <installation directory>/packages/
<supported operating system>/<supported version>/ ディ レク

ト リに保存されています。

ftp を使用してファ イルをコピーする場合は、 バイナリ  モードを使用して く

ださい。

4 chmod +x /tmp/opc_inst コマンド を実行して、スク リ プト を実行可能に

します。

5 /tmp/opc_inst コマンド を使用して、エージェント をインスト ールします。

6 /opt/OV/bin/OpC/install/opcactivate -s <VP_mgt_server> 
-cs <server_codeset> -cn <agent_codeset> -sv コマンドを実行

して、 エージェン ト を起動します。

英語のシステムでは、 サーバーとエージェン トの文字コード  セッ トは utf8 
です。 OVO for Windows 管理サーバーへのレポート対象となる、 英語システ

ム以外のノードが存在する場合は、 使用可能な文字コード  セッ ト をオンラ

イン ヘルプで確認してください。

7 管理サーバーのコンソール ツ リーで、 ノードを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタ

スク ] → [ パッケージの同期 ] を選択します。 これによ り、 エージェン トの

バージ ョ ンを反映して、 パッケージ インベン ト リが更新されます。

8 UNIX ノードに配布されているポ リ シーを記録します。

9 UNIX 管理ノードから古いエージェン ト をアンインス トールします。

10 新しいエージェン ト を イ ンス ト ールしたら、 古いエージェン ト によ って

UNIX ノードに配布されたポ リシーを手動で配布します。
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Windows 2000 Server から  Windows Server 
2003 への管理サーバーのアップグレード  
こ こでは、Windows 2000 Server SP3/SP4 を Windows Server 2003 にアップグレード

する方法について説明します。 こ こで説明する手順は、 7.21 へのアップグレード

と  7.5 へのアップグレードの両方に適用されます。  

アップグレードを実行する前に、 システムをバッ クアップします。 システムの
バッ クアップと復元の方法については、 スタート アップ CD の 
\Documentation\White Papers ディ レク ト リに保存されている  Backup/
Restore.pdf ファ イルを参照して ください。 

Windows 2000 Server から  Windows Server 2003 への OVO 管理サーバーの

置換アップグレード

1 データベース、 ポ リ シー、 インス トルメンテーシ ョ ン、 MMC ファ イル、 カ

スタム グラフ ィ ッ ク定義をすべてバッ クアップします。

2 OVO 管理者と して OVO コンソールを起動します。 OVO for Windows 管理

サーバーで稼動している  OVO エージェン ト で、 Windows Server 2003 システ

ムに適用でき ないすべてのカ ス タ ム  ポ リ シーを削除し ます。 接頭辞が

WINOSSPI (Smart Plug-in for Windows) のポ リ シーをすべて削除します。 接頭

辞が VP_SM のポ リ シー ( 自己管理ポ リシー ) は、 そのまま残しておきます。

NT 4.0 にインス トールした VPW 6.x から  Windows Server 2003 へのアップグレー

ドはできません。
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3 OVO コンソールを終了し、 Microsoft のドキュ メン トに従って、 OVO for
Windows 管理サーバーを Windows 2000 Server か ら  Windows Server 2003 に
アップグレード します。

4 オペレーティング システムをアップグレード したら、 OVO 管理者と して

OVO コンソールを起動します。 ノード設定エディ タを起動して、 管理サー

バー エージェン トのノード  プロパティを変更します。[ システム ] タブの [ オ
ペレーティング システム ] フ ィールドを  [Windows Server 2003]  に、[ バー

ジ ョ ン ] を [5.2] に変更します。 ノード設定エディ タを終了します。

ノード  プロパティを  Windows Server 2003 に変更する と、 Windows Server 
2003 システムに適用可能なすべての自動検出ポ リシーが再配布されます。

自動配布と自動検出が完了する と、 管理サーバー ノードが [ システム イン

フラス ト ラクチャ ] → [Windows] → [Windows Server 2003] の下のノード  
マップに追加され、 更新された WINOSSPI ポ リ シーが配布されます。

— WINOSSPI の HP Systems Insight Manager 統合機能を使用している場合

は、 管理サーバー エージェン ト  ノードに 
WINOSSPI-HPSIM_GetCertificateWhenServiceDiscovered ポ リ

シーを配布します。

— Unix OS SPI を使用している場合は、 管理サーバー エージェン ト  ノード

に OSSPI-AutoDeploy ポ リシーを配布します。

— NDAOM を使用している場合は、 次のよ うに操作します。

– ovnwlinkmon -remove_sa を使用して、 管理サーバー エージェ

ン ト をソース  ノード とするネッ ト ワーク  リ ンクを削除します。

– ovnwlinkmon -add を使用して、 リ ンクを追加します。

– ovnwlinkmon -deploy を使用して、 管理サーバー エージェン ト

に NDAOM サブエージェン ト配布します。 

これらのコマンドについては、 OVO のオンライン ヘルプで 「Network 
Diagnosis Add-On Module」 を参照して ください。

5 Windows 管理サーバー ノード用の OVO がまだノード と して [ システム イン

フラス ト ラクチャ ] → [Windows] → [Windows 2000] の下に一覧表示されて

いるので、サービス設定エディ タを使用して、Windows 2000 サービス  マップ

から管理サーバー エージェン ト を手動で削除する必要があ り ます。
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Chapter 6
ASP の有効化

Windows 2000 Server または Windows Server 2003 環境で Web コンソールを実行す

るには、 管理サーバーで ASP (Active Server Page) を有効に設定する必要があ り ま

す。 Windows Server 2003 では、 ASP はデフォルトでは無効です。

OVPM アプリケーシ ョ ンへのアクセス

Windows Server 2003 では、 アプ リ ケーシ ョ ン  レベルで権限を付与できます。 ア

プ リ ケーシ ョ ンの、[ すべての不明な ISAPI 拡張 ] ク ラスおよび [ すべての不明な

CGI 拡張 ] ク ラスに対する、 デフォルトの実行禁止フラグを変更しなければ、 固

有のセキュ リ ティ制限を保持できます。 また、 OVPM アプ リ ケーシ ョ ンに個別に

アクセスする  ( デフォルトのフ ィルタをバイパスする ) には、 次の手順を実行し

ます。 

1 [ スタート ] メ ニューで  [ マイ  コンピュータ ] を右ク リ ッ ク し 、 [ 管理 ] を選

択します。 

2 [ インターネッ ト  インフォ メーシ ョ ン サービス  (IIS) マネージャ ] － [Web
サービス拡張 ] に移動します。

3 右ク リ ッ ク し、 [ 新しい Web サービス拡張を追加 ] を選択します。

4 [ 追加 ] ボタンをク リ ッ ク し、 OVPM アプ リ ケーシ ョ ン %InstallDir%\
HPOV_IOPS\cgi-bin\Analyzer.exe および AnalyzerTest.exe を参

照します。

両方のアプリ ケーシ ョ ンを リ ス トに追加するには、 適切なファイルの種類を
選択し、 それぞれのファ イルを追加する必要があ り ます。

5 [ ファイルの追加 ] ダイアログの [OK] をク リ ッ ク します。

6 適切な拡張名 ( たとえば、 HP OVPM) を指定します。

7 [OK] をク リ ッ ク し、 [ 状態 ] が [ 許可 ] になっているこ とを確認します。 

8 IIS を再起動し、 OVO コンソールを終了して再起動します。 OVPM のグラフ

が表示可能になり ます。 

[拡張の状態を許可済みに設定する ] ボッ クスにチェッ クマークを付け

ます。
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